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議   事   日   程 

 

平成３１年第１回浜中町議会定例会 

                 平成３１年３月１１日 午前１０時開議 

日   程 議 案 番 号 議      件 

日程第 １  会議録署名議員の指名 
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（開会 午前１０時００分） 

 

◎開会宣告 

 

○議長（波岡玄智君） 休会前に引き続き会議を開きます。 

本日の議事日程はお手元に配付のとおりです。 

 

◎日程第１ 会議録署名議員の指名 

 

○議長（波岡玄智君） 日程第１ 会議録署名議員は、休会前同様であります。 

 

◎日程第２ 議案第２９号 平成３１年度浜中町一般会計予算 

 

○議長（波岡玄智君） 日程第２ 議案第２９号の質疑を続けます。 

第２款総務費の質疑を行います。 

９番川村議員。 

○９番（川村義春君） それでは質問させていただきます。４５ページその他一般行政

に要する経費の１３節委託料、保存・保管文書適正化支援業務委託料。これについては、

１０番議員から質問がありまして内容については、承知したところであります。新庁舎

に移る際に、現在の庁舎３階にある書類の整理をするということでありますけれども、

今３階にある文書については膨大な量があるというふうに思っております。それぞれ各

課ごとに仕切って整理されてはいると思います。今も保存年限については、保存年限表

があって５年、１０年、１５年とか永久保存という形であると思いますが、その保存年

限に基づいて５年を過ぎたら、その分については廃棄するという形になっていると思う

のですが、それをしっかりやっていれば、そんなに大きな量にはならないと思うのです。

それで確かに文書のデータの部分をスリム化にするというのは、必要なことだと思いま

すが、それはそれとして、やっていくべきだっていうふうに私は思っています。ただ整

理の仕方として、新庁舎ができるまでの間に今、保存年限に基づいてある文書を、それ
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ぞれの原課が責任を持って廃棄するものは廃棄する、それも委託料の中に入っていると

すれば、これはちょっと違うんじゃないかなと思うので、その辺を確認をしておきたい

という事、できることであれば、その様な業務については、原課でそれぞれの職員が責

任を持って処理する事、それで整理されて残ったものについては、業者委託でデータ化

に向けていくとか、私は、その方がいいと思います。その辺を教えていただきたいと思

います。 

それと、４９ページ空き家等対策に要する経費であります。空き家等対策委員会につ

いては、今月の２５日に開くと聞いておりました。空き家等の解体支援の要綱が議題に

なるものかなというふうに思っておりますけれども、この制度設計については、条例で

あれば議会で審議もできるという事ですけれども、要綱ですから私は、一般質問の中で

概要を確認したという事で、大体のところは押さえているんですけれども、全てを知る

に至っていないという事で対策委員会の中で素案の内容が変わる事もあるのかなとい

うふうに思っております。町民の関心が高い空き家解体補助要綱の素案これについて議

長のお許しを得てですけれども、今議会開会中に全議員に配布をいただきたいと思い考

え方を示していただき、お願いをしたいと思います。 

それから６３ページの各種計画策定に要する経費に関連して質問をさせていただき

たいと思います。これについては、議長のお許しをいただきたいと思いますが議長、宜

しいでしょうか。そういう事で、このページについては、企画財政課の所管する業務で

あります人口ビジョン地方版総合戦略策定、この地方版総合戦略については、今年度で

終了するので新たな計画づくりをするという事で大変な業務だなと思っています。 

それと総合計画作成についても３２年度からの１０ヵ年計画の作成に向けた業務が

複層するという事で、この計画づくりは大変な業務だなというふうに正直思っていま

す。 それで私、一般質問でもちょっと話をしましたけれども景観計画、景観条例の作

成については、景観指定の町に向かって間違いなく計画づくりをすると言う答えをいた

だいておりますが、これらの計画を進めるうえで、総合計画があったり人口ビジョンの

策定計画があるとすれば今の現体制で言えば企画調整係ですけれども、その体制で果た

して対応できるんだろうか。私は、もっと早くスピード感を持って、そういった計画づ

くりを進めるべきでないかなと思っていますので人事については、町長の専権事項であ

りますけれども今年度４月から１名増員するとか、そういう事での適正配置を望みたい

と思っておりますが、その考え方はないのかどうか、これについてもお答えいただきた

TRIAL MODE − a valid license will remove this message. See the keywords property of this PDF for more information.



 - 4 -

いと思います。 

次に６７ページ交通安全対策に要する経費であります。まず町道ロードマーク標示工

事ですけれども２５０万円、これは前年同額であります。交通安全対策上、必要な整備

だという事でありまして、これについては、特定財源が入ってないので一般財源で行う

というふうに見えるんですけれども去年までは、交通安全対策特別交付金を特定財源で

見ていましたが、歳出予算の中では特定財源で見られておりません。もし方針が変わっ

たとすれば、この部分については、土木費の道路維持に関する方で予算を組むべきじゃ

ないかなと思っております。 

それと交通安全係の話ですけれども、今現在、車両の管理状況は３０数台、約４０台

近い公用車がある訳です。それらを管理する部分が出てきますので、ここの課長が係長

兼務、それから係は全員兼務です。そういう状況にあると何かあった時に困るので少な

くても専任の係長くらいは配置すべきだなと思いますが、これも合わせてお聞かせいた

だきたいと思います。 

それから７５ページ、地方バス路線に要する経費の負担金補助及び交付金２，４１８

万１，０００円でありますけれども毎年度増えております。２９年度当初で比較します

と、２９年当初は１，９１１万円。３０年当初では２２７万４，０００円アップの２，

１３８万４，０００円。そして今年度３１年度は２７９万７，０００円アップでありま

す。どんどん毎年上がっていく、町民の足として必要な路線でありますから、これにつ

いては、カットできないものだなというふうに私は、思っていますが、その根源たるも

の、釧路バスも一生懸命に経営努力はされていると思うんですけれども、その不足分を

町に端的に求めるというのは、どうなんだろうかと思い、原因をきちんと掴む必要があ

るなと思っておりますので、去年までの話としては、人件費のアップ、燃料費のアップ

などがありましたけれども、その辺をお聞かせをいただきたいと思います。 

以上です。 

○議長（波岡玄智君） ４９ページの空家対策に関わってですけれども、会期中に資料

の提供というふうな文言がありました。この事については、従前どおり議長の取り扱い

というふうな判断でありますので、この事に対しての答弁は要りません。 

では、答弁を願います。 

○議長（波岡玄智君） 総務課長。 

○総務課長（藤山巧君） まず４３ページの保存・保管の文書管理の業務委託料の関係

TRIAL MODE − a valid license will remove this message. See the keywords property of this PDF for more information.



 - 5 -

の方でございますけれども、これにつきましては議員おっしゃるとおり保存年限あるい

は、それに伴うものの廃棄、こちらの方は庁舎が新庁舎になるという事で、それの移転

を想定しながら毎回、各管理職会議等を通じながら事前に、その辺のところを見極めな

がら廃棄をしていただきたいという事で、それぞれの課の中で現在も対応をいただいて

いるという事でございます。その辺のところは、この委託には入ってございませんとい

うのが答えになります。 

それから７５ページの地方バスの関係でございますけれども、これにつきましては、

昨年の１２月に前年の実績に基づいて補正をさせていただいたところであります。その

前年の実績をもちまして、この当初予算という事で計上させていただいているところで

ございます。やはり釧路バスも色々と経営努力をされているのは勿論の事であります

し、こちらの方も認識はしてございます。ただ外的な要因、燃料代の高騰それから今言

われている人員確保の難しさ、あるいは人員確保をした場合のドライバーさんを１人前

にするための投資、そういったところにも費用がかかってくるという事で、現在、この

補助制度であります国、道それから町村、その残りの分の赤字負担分として町村が出し

ていくという構図は変わりございませんので、くしろバスも引き続き努力はされている

という事で認識はしてございます。 

○議長（波岡玄智君） 企画財政課長。 

○企画財政課長（金澤剛君） 申し訳ございません。６６ページ交通安全対策費のロー

ドマークの財源の関係でございます。大変申し訳ございません。予算書の方に特定財源

１１０万の記載がございません。私、補足説明の事業費調べの方でも説明をさせていた

だきましたけれども、そちらの方には１１０万円特定財源という事で記載させていただ

いているところですが５２２万４，０００円、一般財源になってしまっていますけれど

も、これの中に交通安全対策特別交付金が含まれております。ですので方針は変わって

ないという事であります。次回補正の際に財源調整という形で調整させていただきたい

と思いますので、ご理解いただきたいと思います。 

○議長（波岡玄智君） 空き家対策に関わって私は、先ほどの資料については、答弁要

らないと申し上げました。その他の事について質疑がありましたので、ご答弁願います。 

○議長（波岡玄智君） 防災対策室長。 

○防災対策室長（石塚豊君） ４９ページの空き家等対策の関係でございますけれども、

空き家の解体の支援制度です。これにつきましては現在、浜中町不良空家等除却補助金
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交付要綱の素案を現在作ってございます。その素案を今月の２５日でありますけれども

空き家等対策協議会で審議をしていただくということでございます。この対策協議会で

ございますけれども条例で定められてる協議会でございまして、町の附属機関という事

でございます。この附属機関において審議をしていただくという事で、その審議後、４

月の新年度早々に素案の内容を決定していただいて、変更もあろうかと思いますけれど

も４月早々に要綱という形で公布して空き家の対策、除却に対する補助事業を進めてい

きたいと考えているところでございます。以上です。 

○副町長（松本賢君） 職員配置の問題についてお答えいたします。今の定数につきま

しては、今回、第８次の行政改革大綱を策定しまして、これに基づいて定員管理等の業

務を行います。今の職員数については、集中改革プラン、言ってみれば再建プランで設

定した目標は、ほぼ達成しております。その様な中で横ばい状態で今に至っております。 

今現在の職員をいかにして業務に、当面の課題に振り向けるかという問題です。実は、

去年、企画財政１名減なんですが、これから課長等のヒアリングを進めていきたいと思

っています。その中では、議員ご指摘の様に総合計画あるいは先ほど申し上げました計

画等とボリュームが増えます。更には、景観条例の制定も言っておりましたし、今の体

制では答弁にありました様に一定の時間が経過して人員を配置しても、その傾向はある

んだろうと思いますが、これからヒアリングを進めて事業の統括をしております企画財

政課、そして人事担当をしている総務課は、研修も担当しております。したがって地方

自治法の第２条に規定しております最小の人数で最大の効果を上げる、これを念頭に進

めていきたいと思います。それで実は、本来的には基本的な行政改革を進めなければな

らない時期に来ておりますが今、新庁舎の問題がありますので、当面の課題については、

同じ様な手法で人員体制を確保しながら重点的に政策のボリュームに応じて寄せてい

く作業になるかと思います。今の状況ですと実は、係長の課長事務取扱、いわば兼務で

すね。そんなことで去年、人事をやりましたが、それは再建プランによって一時採用を

手控えました。総体人数は確保できましたが、ちょうど係長になる年代層がちょっとま

だ経験年数が足りないという事で１年様子を見て、その間に課長が係長の役目を果たし

て一般の係が育つまで１年様子見ようという様な事がありましたし、それからその年齢

にふさわしい職員が北海道に派遣されたりという様な状況がありましたので、今年につ

いては、極力その係長も課長兼務を取り外して、可能な限り配置したいと思っておりま

す。町長の施策をいかに実現するかという問題ですけども、新庁舎の問題で２人寄せま
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した。防災対策室それから新庁舎、２名と１名は何とかなりましたが、今、係長と係が

います。防災対策室３名を寄せるのにかなり苦慮した経過があります。そんな事もあり

まして、また今年の採用状況が非常に苦しい状況であります。町村会からは実はゼロな

んですよ。それで社教主事ですとか土木、学校推薦によります。それも一般事務という

カウントを考えていますけれども、それらを考えまして採用しますが、退職で採用がま

まならない状況です。町村会で一般事務ではなくて違う方面から確保して何とかします

という事ですが、それでも苦しい状況ではあります。そんな中で各課のヒアリングの上

に有効な人員配置をしていきたいと今現在思っております。ただ悩みを抱えているのは

確かに現実でございまして、何とか重点、最優先の課題に対して対応するために当面必

要な人材を確保していきたいと思っています。他の課長さんとヒアリングを今度やりま

すけれども、まだやっていません。企画財政課は、これ見ますと来年再来年ずっとそう

ですが、かなり厳しい状況であると認識をしています。でも全体的な事は、各課長さん

から聞いた上で決めていきたいと思っておりますので、ご理解いただきたいと思いま

す。 

○議長（波岡玄智君） 川村議員。 

○９番（川村義春君） これから質問する以外は、了解したという事にして下さい。 

空き家等の関係でありますけれども対策委員会が今月末２５日に開かれるという事

で、その後の変更もあり得るという話ですから、出来れば６月定例議会前に、しっかり

固めて要綱が４月１日から発行されるという話ですが、それは仕方ないなと思いますけ

れども、その要綱内容を６月定例会前あたりの全員協議会などで説明するという機会が

必要じゃないかなと思うんです。ぜひお願いしたいなと思いますけれども、その辺どう

でしょうか。 

それと今、事務方のトップであります町長から答弁いただければと思ったのですけれ

ども副町長も理事者ですから、副町長から人事配置の関係についてお伺いをいたしまし

た。その様な方向でいるという事は、ある程度理解いたします。それで機構の統廃合で

すか新庁舎の間取りなんかも１階にどの課を配置して２階にどの課を配置するとかっ

ていう方向が見えてますから、それに合わせた適正な人員配置が必要だと思っていま

す。それで行革大綱もできていますけれども、それに合わせてスリム化を図りながら、

それぞれの適正な部署、例えば水道課と下水道課を統合させるだとか極端な話ですが、

その様な事も考えられる話であると思います。だからそういった機構改革を踏まえて適
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正な人事配置をどうしていくかいう事だと思うんです。この点についてのみお願いしま

す。 

○議長（波岡玄智君） 防災対策室長。 

○防災対策室長（石塚豊君） お答えいたします。空き家の関係でございますけれども、

先ほど申しましたとおり４月早々に要綱を策定するという形になりまして、スケジュー

ル的には、その関係の補助金の需要調査を行い６月定例会で予算措置という事で現在考

えてございます。それで議員おっしゃいますとおり、この策定をしましたら議会側に関

しましても全員協議会なり何らかの機会で内容の報告をしたいと思いますので、ご理解

をお願いしたいと思います。以上です。 

○議長（波岡玄智君） 副町長。 

○副町長（松本賢君） 機構の話につきましては、新庁舎の配置がある程度示されてお

ります。それで基本的に内部の認識としましては、いずれ色々な努力はしていますけれ

ども人口減少は、免れないという事で、その分やはり人員も税収が落ちていく中、今の

体制という訳にはいかないだろうと思っております。今の人員の中でいかに効率的に配

置するかという認識は持っています。いずれ全体的な機構の見直しは取りかかります。 

３３年の１月が御用始めなので、少なくとも条例を改正する必要があります。上下水道

の関係は、これも共通認識を持っておりますので、この部分については本来的には全体

でやるべきでしょうけれども、そういった統合を図るべき認識の基に進めていますか

ら、新庁舎が完成して事務が１月６日から始まりますが、その場合１２月は少し直近過

ぎますので遅くとも９月には条例を提案する段取りになろうかと思います。 

引き続き新庁舎に入ってからも、その後の本町の状況、町長の政策を踏まえて地方改

革がなされていくものだろうと思っておりますので理解いただきたいと思います。 

○議長（波岡玄智君） ３番鈴木議員。 

○３番（鈴木誠君） それでは、何点か質問をさせていただきたいと思います。 

まず６７ページただ今ご質問があった項目ですけれども、交通安全対策に要する経費

の工事請負費、町道ロードマーク標示工事これは、ここ数年同じ２５０万円の予算計上

がなされてきている訳ですけれども、町道の道路維持に欠かせない工事かなというふう

に思っております。それぞれの年度において工事のいわゆる道路の選択と言いますか、

どの様な形で成されているのか、また順次サイクルで回してやっているのか、それとも

酷いところを重点的にやっているのか、予算が限られていますので、延長距離はできる

TRIAL MODE − a valid license will remove this message. See the keywords property of this PDF for more information.



 - 9 -

んだろうかと思いますけれども、この辺についての説明をお願いしたいと思います。 

次に６９ページふれあい交流保養センター運営に要する経費、指定管理制度に関し

て、それぞれ予算の計上の仕方が変わってきているので、その確認の意味で質問をさせ

ていただきたいんですけれども負担金補助及び交付金、昨年までとは当初予算の計上が

変わっています。この中で確認ですけれども、まず最初のふれあい交流保養センター管

理運営負担金これは、分かります。それから、ふれあい交流保養センター無料優待券負

担金これは、老人に対してのバスの補助券と合わせたものの分だというふうに理解して

おります。これは当初民生費で予算計上されていた分の事ではないかなというふうに思

いますけれども、それで正しいかどうか、それをお願いしたいと思います。 

それから次のふれあい交流保養センター施設利用負担金、これまで歳出で計上があっ

たのかどうか私には、分からなかったものですから、これは老人クラブの人達が使用す

るにあたっては無料にしますという事だと思うので、これまで予算計上がないのかなと

理解しますけれども、その辺の確認をお願いします。 

それから、次の発行済み入浴回数負担金については、今回で終わりだというふうに理

解していいんだろうと思うんですけれども、その辺についての確認をさせてください。 

それと関連して管理指定基準に沿って管理をしていただく訳ですけれども先般いた

だきました資料に基づいて若干質問をいたします。 

指定管理者が行う業務の中の（２）施設設置の目的を増進する為の取り組みというこ

とで①から⑤まで示されております。あえて中身は、申し上げませんけれども、その中

の４番目なんですよね。地場産品の活用の他、地域の経済効果の増進に寄与するよう努

める事が条件として付されている訳ですけども、まだ指定管理制度に変わってから６ヵ

月に満たないですから難しいかもしれませんけれども、こういった増進するための取り

組みの検証というのは、町側として、どの時点で行っていくつもりなのか、１例あげた

いと思うんですけども、これまでの課長の答弁からも地場産品の活用とかツアーの誘

致、そういった事を積極的にやってもらうんだという様な答弁があったんですけれども

地場産品の活用つまり今、レストランを開業してますよね。私も、まだ１回しか入って

見てないんですけれどもメニューが４０種類ほどあって結構賑やかかなと思っていま

すし、今までのイメージとは若干変わってきたのかと思いますけれども、どのメニュー

に地場産品を活用しているのか見てみたんですけれども、あまり見受けられないなとい

う思いがあるんですよ。今後、当然改善されていくだろうと思いますけれども、その辺
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の協議が町側と管理者の方で打ち合わせがされているのか、その辺についてお伺いをし

ておきたいと思います。 

それから７５ページ地方路線バスの関係なんですけれども、浜中町地域公共交通活性

化協議会補助、これは昨年６月の補正で４００万円余り、協議会の設置とアンケート調

査という事でアンケートの結果についても協議会で詳しく説明をいただきました。その

時に聞いていると思うんですけれど若干記憶があやふやな事もありますから、この９６

１万１，０００円の予算の内容と今後この協議会の運営の行程と予定、いつ頃に結論が

出されるのか、その辺の事について説明をお願いしたいと思います。 

それから７７ページこれ最後の質問です。徴収事務に要する経費の中の役務費、産業

団体納税等事務取扱手数料２００万円は、過去ずっと１３３万円できたんですけども、

私の調べでは、今回２００万円に増額をされております。何か計算方法があるのかどう

か、この辺についての説明を求めたいと思います。以上です。 

○議長（波岡玄智君） 建設課長。 

○建設課長（渡邊馨君） ６７ページ交通安全対策に要する経費の工事請負費、町道ロ

ードマーク標示工事２５０万円についてお答えします。議員の質問にありました場所の

選定につきましては、基本的にサイクルで行う事、それプラスあとは春先に担当係長と

山全部見てきまして、酷い場所の箇所を選定して行っております。 

質問の中にもありましたけれども、この工事請負費につきましては毎年同じ金額２５

０万円計上されていて、その２５０万円で一体どこまで出来るのかという事を検討して

場所については選定しております。なお今年につきましては、昨年、茶内原野の西１０

線道路と南４号道路を主に行いましたので、今年につきましては、ここから第三地区と

西円朱別地区を主に事業展開したいと考えております。以上でございます。 

○議長（波岡玄智君） 商工観光課長。 

○商工観光課長（戸井洋典君） 負担金の１４０万円の関係でございますが、これにつ

きましては民生費でやっているのとは違う部分です。ゆうゆ独自でやっていました７５

歳以上の１２枚綴りの優待券です。その分を負担するという事です。 

２点目の１０万８,０００円ですが、これは議員おっしゃいますとおり昨年は、あり

ませんでしたが、老人クラブなどで和室を使う部分の負担をするという事になっており

ます。 

それと発行済み回数券の負担金の関係でございますが、これも正確なところまでの人
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数を把握できていないというのが実態でございます。発行をしているものに有効期限ご

ざいません。いつまでの期限という事での答弁はできません。 

それと指定管理の地場産品の活用の関係でございますがまず、検証につきましては、

３月末で事業年度が終われば報告されることになっておりますので、その時点で検証に

なろうかと思います。それとレストランのメニューの関係で地場産品の活用が見られな

いと議員おっしゃいますとおり現在ところ確かにそうでございます。ただレストランを

開業するに当たりまして、季節、例えば浜中漁協であればカキ、ホッキを活用したりし

たいという事で追々メニューは考えていくということで協議はしております。以上でご

ざいます。 

○議長（波岡玄智君） 総務課長。 

○総務課長（藤山巧君） ７５ページの地域公共交通活性化協議会の補助の９６１万１，

０００円の関係でございます。９６１万１，０００円はご質問の中にもありました平成

３１年度の計画、これと大きく関わってくることでございますけれども、まず、協議会

の会議自体、これは、平成３１年度も３回ほど色々な場面の協議をいただく事で実施予

定としてます。その他に協議会へ諮る前の具体的なものを検討するための専門部会、こ

ういったものを実は平成３０年今年度の協議会の中でも立ち上げて協議しております。

協議会の始まる前段でいろいろ協議いただく、検討をいただくという事で約３回から４

回ほど専門部会を予定してございます。それらに係る委員さんの報酬や費用弁償がかか

ってきます。大枠では３５万円位の費用になると考えてございます。 

それから委託としまして公共交通をいろいろと分析、アンケート調査含めてやってい

ただいている委託業務で６１０万円ほど見込んでございます。 

それから、実は平成３１年度で今まで協議をしてきた運行計画の案を策定中でござい

まして、これは専門部会でもこれまで協議、検討をいただいて、それで３月末に第３回

目の協議会に諮りまして運行計画も検討いただいて、概ね良しという事になれば実際に

今度は、秋口に実証運行をする。実際にバスを走らせて乗っている方々の動向や利用度、

ニーズを検討するという様な事で実証運行を２ヵ月ほど、恐らく秋口の１０月、１１月、

１２月、この３ヵ月の中位の期間の中で計画してみようという事であります。金額とし

ましては、約３００万円ほどが実証運行の方で見込んでいる費用でございます。そのほ

か事務費の雑費という事での小さい数字ですけれども、そういったものを合わせて９６

１万１，０００円という事になります。それから財源の方は町から９６１万１，０００
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円をいただきながら現在、協議会の方を事業主体として国の方に実証運行ですとか、そ

れに伴う補助金の関係を申請している段階でございます。 

もし、それが認められれば、費用の補助対象経費と見られる２分の１が協議会の方へ交

付される見込みになってございますので、国の方から正式には来ておりませんけれども

実証運行等に含めた費用の補助金という事で見込んでいるという事でございます。実際

には９６１万１，０００円の中のおよそ２分の１は補助金で見込む事が出来るのかなと

考えてございます。その補助金が入りましたら、当初の色々な活動、計画を進めるにあ

たっては町から全額９６１万１，０００円を交付いただきますけれども、その補助金が

交付されれば補助金の見合い分を町の方へ戻すという形で今後、認められた額の分だけ

の事務手続を行い、平成３１年度進めていき、それから地域公共交通網形成計画の素案

というものを平成３０年度に協議会、専門部会の方で検討を進めて、平成３１年度に交

通網計画を案という形で協議会を開いて整えていくという事でございます。それが実証

運行の計画であったり今後、町内の公共交通網を図っていく上での制度政策、ベースの

計画になります。それを平成３２年の３月までに案をしっかり作っていく計画で現在進

めてございます。 

○議長（波岡玄智君） 税務課長。 

○税務課長（梅田一光君） 質問にあった産業団体納税等事務取扱手数料の関係ですが、

実は税金の徴収に関わっては、税務課職員が徴収している場合と産業団体の協力によっ

て徴収されている事も多々あって、これまで農協、各漁協、産業団体の協力の基に、い

ろいろな準備貯金、組勘から、普通預金からという事で落とさせていただいて、協力さ

せていただいています。しかし最近の金融行政において、ゼロ金利時代になって、やっ

ぱり職員の人件費もその手数料等に相当かかるという事で、これから多分税金だけじゃ

なくて、例えば児童手当の手数料の振り込みとか、今現在もう来ていますけれども、負

担をしてほしいという事で、今までは、ゼロで指定金融機関がやってきたけれども、そ

の事務を担うのにも幾らか町も負担してほしいという要望がありました。その先駆けと

して税金に関しては、やはり本来、業務ではない手間を割いていただいている事におい

て、町の収納率も上がっていますので産業団体にしたら、ほんのわずかですが２００万

円を基にして２００万円を配ろうかという事を頭に置いて、そこから算出させていただ

いて１件あたり４０円、税外、税金あと各準備貯金と件数割合、均等割合とかを用いて

配布してみようかなと思っています。今後もこの傾向は、多分いろいろな手数料関係に
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もずっと出ていくのかなと思っておりますが、先にまずやっぱり、産業団体の協力なく

しては、税の税収とか、税外金の収納の確保が難しい状況ですので、うちも色々協力し

て出しますから産業団体も協力して下さいという事で今回、計上させてもらっていま

す。以上です。 

○議長（波岡玄智君） 鈴木議員。 

○３番（鈴木誠君） ほとんど理解できました。若干確認のために聞きたいんですけど、

まずそのロードマークの関係ですが実際、その路線によっても違うんでしょうけれど

も、どのぐらいの延長距離が今の予算の範囲で出来るのか、概算、大体でいいですから

参考の為に聞かせて下さい。 

それから公共交通活性化協議会の関係ですけれども、だいたい理解しました。 

この委託に関わる６１０万円、この金額の委託の業務内容この辺について詳しく説明

してもらえればと思います。以上です。 

○議長（波岡玄智君） 建設課長。 

○建設課長（渡邊馨君） お答えします。ロードマークの延長についてのご質問でした

が３０年度に行った際には、ロードマークを敷く際、実線とか、あとТ字線、十字線、

あとドット線というものがございますが、あくまでも実線部分での延長ってことでお答

えしたいと思っております。３０年度は７，２８６ｍ、７．２キロ。２９年度におきま

しては８，６４０ｍ、８．６キロでございます。以上です。 

○議長（波岡玄智君） 総務課長。 

○総務課長（藤山巧君） ７５ページの公共交通に関する委託料の６００万円ほどの内

訳ですけども大きくは、実証運行を行うという様な計画でございますので、それを地域

に入って説明する、それから実証運行に伴うところの結果の分析、こういったものがご

ざいます。 

それから今、運行計画の中ではＪＲの駅と接続しながらのバスの運行、こういったと

ころも検討の中身としてございますので、それらの乗降調査、こういったものも業務の

中にも入ってきてございます。それから今、平成３１年度で行う３月末でまとまる素案

の内容、これを更に協議会で検討しながら、案という形に持っていくための内容の整理、

こういったところは、委託先の方では各先進事例も色々と手がけてきてございますの

で、この様なノウハウも含めて業務の中でご協力いただくという事で考えています。 

○議長（波岡玄智君） ６番成田議員。 
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○６番（成田良雄君） ２点ほど質問いたします。６５ページ議員の皆さんからも質問

ありましたけども、会計年度任用職員制度例規整備等支援事業委託料１７２万８，００

０円が計上されています。この委託料の説明がありましたが、もう少し明確に質問して

いきたいと思います。昨年の１０月に制度が確定されて、明年の３２年の４月１日から

制度が施行されますけども、１年しかありません。そういう意味では、この該当者に対

しては、いち早く情報提供をしなければならないかなというふうに思いますので条例制

度が改正してからでは遅いので、ちょっと質問させていただきます。 

臨時職員また嘱託職員、非常勤職員の方について各自治体によって取り扱いが大きく

異なっている状況でございます。 

今回この制度は、しっかりと共通事項を定めて改善されるという事でございますの

で、まず今後、勤務時間によってその呼び名が変わるという事でございますので、それ

ぞれ二つの呼び名が明確になりますので、その呼び方がどの様に変わるのか。 

また、雇用期間の関係、あと先ほど言いましたけれども、勤務時間で分かれますけれ

ども、この勤務時間は、どの様に定められるのか、また給与体形と手当これも、それぞ

れ制度が確定していますので、大体この様になりますという事を説明願いたいと思いま

す。 

また、服務でありますけども、服務においては結構でございますけれども、この６点

について、どの様になるのか答弁お願いしたいと思います。 

次に、６９ページ公用車管理に要する経費でございますけども、燃料費４７９万円や

修繕費４３７万７，０００円が計上されてますけども、現在公用車、我が町として公用

車を所有してる台数、できれば軽自動車、乗用車、その他という事で答弁をお願いした

いと思います。まず、その２点よろしくお願いします。 

○議長（波岡玄智君） 総務課長。 

○総務課長（藤山巧君） ６５ページの会計年度の制度をするための支援業務委託料１

７２万８，０００円でございますが、昨年の１０月という様なお話をされておりますけ

れども、実際の法の公布日は、２９年の５月１７日に改正法は公布されてございます。

実際の施行の日が平成３２年の４月１日からという様な事でございます。それで臨時の

呼び名がどうなるかという事なんですけれども、ここの部分を、まさしく今この委託業

務の中で進めていくという事になってくると思います。呼び名をどうするのかは、任用

の形態としては、フルタイムの会計年度職員ですとか、パートタイム、時間給による職
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員こういった分類、特別職の非常勤それぞれの会計年度の制度による任用の形態ですけ

れども、その職名をどうするという部分も、これから委託業務の中で整理していき、呼

び名については、これから制度を導入する際どういった形の呼び名になるかという事を

含めて検討していきたいと思っております。 

それから雇用期間については、まさしく会計年度職員という事で、４月から３月、自

治体で言うところの会計間で任用する職員というのが会計年度職員といいます。  

今現在、任用している臨時職員やフルタイム、年度間の４月から３月の任用という事

になると思います。 

それから特別職の非常勤につきましては、年額の報酬ですとか日額での報酬、こうい

ったところになりますので、ここの部分がどういった形で会計年度制度の中で位置付け

るかという事になってくると思います。ですから雇用期間という部分で議員おっしゃい

ましたけれども、それはそれぞれの今現在の任用されている形態ごとに委託業務の中で

整理をしていくという様な事になろうかと考えております。 

それから選考の方法につきましても、これは制度の中で判例としての事でご説明申し

上げますと、会計年度ですから毎年４月から３月までの事での更新や任用にあたっての

手続きの関係、これらを整理していく事が、この委託業務の中で重要になってくると思

います。何年まで更新できるか、何年以降についての更新やその更新のあり方、こうい

ったところも会計年度職員の中の制度で求められてございますので、その辺の部分を制

度化して移行するために今、委託をしながら色々と検討しようとしているところでござ

います。 

それから、勤務時間もそうですし、給与体系、これらについても条例事項ですとか色々

な部分に波及していきますので今現在、臨時職員の方々については、日額の賃金という

形になってございますけれども、これが会計年度職員に移行されると月額ですとか、あ

る程度の給料表を持ちながらの制度移行になるかと思います。その制度の中で整理して

いかなければならないというところもございますので給与体系、それから手当の関係、

期末勤勉手当この手当の方も正職員もございますけれども、それらを会計年度職員の中

へどの様に取り込んで制度化していくかというところの部分をこれから委託の中で整

理していくという事でございます。大まかに言います会計年度の委託の中で取り扱って

整理していこうかなと考えております。具体的には、中々お示しすることは出来ません

けれども概要としては、以上の様な事で、この委託の中で整理していくという事でござ
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います。 

それから次に６９ページの公用車の関係でございますけれども、普通乗用と軽四とい

う部分の振り分けが私の手元の資料には、ございませんけれども、まず町の方で管理し

ている部分、これにつきましては、全体で本庁舎それから福祉保健課、茶内支所ですと

かを全部含めまして７３台が今、町が管理している台数になってございます。 

それぞれ茶内支所や浜中支所にも１台専用の公用車がありますし、給食センター、福祉

保健課、水道課、診療所、体育館、高校、建設課、商工観光課、町民課にも専用車とい

う事で全体で７３台の公用車が保有されています。その中には、町のピンクバスという

ものも２台入っていますし除雪、一部作業用のタイヤショベル、そういったものも含め

て７３台ということで押さえていただければというふうに思います。以上でございま

す。 

○議長（波岡玄智君） 成田議員。 

○６番（成田良雄君） ６５ページ説明いただきましたけども、これから委託されて我

が町としてどの様にしていくのかを決めるという事でございますけれども、資料などで

は、やはり明確に２通りのフルタイム会計年度任用職員そしてパートタイム会計年度任

用職員とこの様に分けて雇用すると報道されております。今後、町として今までの臨時

職員をどの様に雇用していくという事でございます。総務課長からは、今後決めていく

という答弁でございますので、もう明確には、ほとんど決まっているのですが、これ以

上は質問しませんけれども、どうか雇用体系、我が町として、しっかりと定めていって

もらいたいと思います。その改正の条例がいつ提案されるのか、その点をお伺いしたい

と思います。 

また、会計年度任用職員は、現在、何名が雇用されているのか、その該当者に対して、

パンフレットなり説明は、いつするのか、その点、決まってからだと思いますけれども、

これはいち早く、そういう人たちに３２年の明年からという事になりますから、いち早

くその情報提供をしていただければと思いますので、その点ご答弁お願いしたいと思い

ます。 

それと６９ページですけども７３台という事でございます。更新時期がくれば更新す

るという事だと思いますが、コスト面また、安全面そして軽自動車、またはハイブリッ

ト車また、それぞれの車種を決定する訳でございますけれども今後、更新する時には、

しっかりとした車を更新するという事があると思いますので、その点ご答弁お願いした
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いと思います。スポーツ選手は免許を取って車を買う時は、なるべく安全な車を購入し

なさいと会社から色々な面で指導されているそうでございます。安全が一番大事でござ

いますけれどもコストもかかります。その様な面では、我が町として今後、燃料代、修

繕料を下げていく努力が大事かと思いますが、その辺は、総務課長として、どの様な方

針で進めていくのか、その点ご答弁願いたいと思います。 

○議長（波岡玄智君） 総務課長。 

○総務課長（藤山巧君） まず６５ページの会計年度の委託料に関連してでございます。

これから制度の中で明確にしていくという事でございますけれども、今現在、当町で任

用している形態を会計年度職員の方へ移行する時にどの様な形になるか、これは各町に

よってもいろんな形態で任用されているという事で極端に言いますと、それぞれの町で

自分の町に合った形のものを今後の会計年度職員に移行する際の任用のあり方を検討

するという事になってございます。管内の事務担当会議の中でも会計年度職員の関係で

は今いろいろと制度化に向けて検討、情報の共有を図ってございますし、その様な部分

も含めて会計年度職員の方は、制度化に向けて、これからも進めていきたいなというふ

うに考えています。いつ頃かという事でございますけれども来年の４月１日からの施行

という事になってございますので遅くとも今年の１２月の議会までには、この辺の制度

設計をしっかりと組み上げて提案させていただきたいと思っております。今後スケジュ

ール感を持って今進めようとしているところでございます。 

それで現在、委託の業務を進める中で移行する場合の全体像も見えてきますので当

然、年内に任用されている方々にも制度の移行に伴う任用のされ方、応募の仕方も事前

に説明するという形になってくると考えております。 

それから６９ページの公用車の管理に関係する部分ですけれども、今後、耐用年数を

過ぎて老朽化に伴い、当然更新する時期が毎年の様に出てきていますけれども、現在使

っている例えばバンタイプを使っていて引き続き荷台、例えば後ろの方に少し荷物を積

めるスペースのものが必要という事になれば当然バンタイプという事になると思いま

す。乗用タイプでいけば今のハイブリッド、当然、省エネといったところを見なければ

ならないと思います。ですから全体的には、今後廃車される公用車の現在の使用の用途

に応じながらと思っております。全部がバンとかハイブリットになるとなかなか荷台付

きでハイブリットというのもないと思いますが、それぞれの用途に応じながら今後も更

新の際には、検討しながら購入という事になると考えております。 
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○議長（波岡玄智君） ８番前田議員。 

○８番（前田光治君）私の方から２点ほど、７７ページ委託料の賦課事務に要する経費

の１３節の委託料の固定資産評価業務委託料６０万５，０００円と不動産鑑定評価委託

料３２８万８，０００円の業務内容をお知らせしていただきたいと思います。 

それから２点目７９ページの旅券発行事務に要する経費でございますが３０年度の

旅券発行実績を５年と１０年に分けてお知らせしていただきたいと思います。 

２９年度の５年の方は、５３件、１０年の方は、３４件で８７件となりますが３０年

度の実績をお願いします。 

○議長（波岡玄智君） 町民課長。 

○町民課長（佐々木武志君） ７９ページの旅券発行事務に要する経費に関わりまして、

平成３０年度の旅券の件数についてお答え申し上げます。 

今現在でございますけれども５年につきましては、３５件、１０年につきましては、

２８件で合計６３件の申請件数となっております。以上です。 

○議長（波岡玄智君） 税務課長。 

○税務課長（梅田一光君） 委託料の固定資産評価業務委託料と不動産鑑定評価委託料

の件について説明申し上げます。固定資産評価業務委託料ですが３年に１回ずつ行われ

る固定資産の評価にあたって、その準備を進めるために調査委託をかけていますので、

その調査委託に係る委託料です。 

次の不動産鑑定の鑑定士評価調査委託料ですが、その固定資産の評価にあたって１９

地点を不動産鑑定士に今の近傍の町村、近傍の土地の評価額がどうなっているのかを評

価してもらっています。例えば３．１１以降であれば海岸方面が若干評価が下がってき

ていて農村の茶内市街方面は、微増ではあるけれども上がってきているとか。 

また今後、考えられるのは、庁舎がこの山の上に完成した時この火防線通りに新しく

評価地点として設けられますから、それによって今度、近隣の評価額がどう変わってく

るのかの調査をさせていただく委託料となっております。以上です。 

○議長（波岡玄智君） ５番秋森議員。 

○５番（秋森新二君） ５９ページの地域振興に要する経費での関連質問をしたいと思

います。 

昨年２月の道新に載った報道でありますが、農漁業振興で人口減の防げ、開発局など

釧路沿岸圏域の施策議論という、この様な見出しになっておりまして第１回が２月の７
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日、国土交通省北海道局と開発局は、釧路の水産業や酪農、観光の振興を通じた地域の

維持を考える釧路沿岸モデル地域圏域検討会を釧路地方合同庁舎で開いております。釧

路管内沿岸自治体の首長や、生産者団体、民間事業者の代表が出席し、必要な施策につ

いて議論をしております。これは北海道総合開発計画の、これは２０１６年から２５年

までとなっておりますようで、人口減対策として先進的な酪農業の振興や地域の魅力向

上につなげる施策を進め、住民の定着を図ることを掲げるモデル地域として、釧路沿岸

の釧路市、釧路町、厚岸町、浜中町、白糠町など道内３圏域が指定され、先駆けて取り

進めることになっておりまして、いろいろ議論をされておりますが、１８年度中に結論

をまとめるという事になっておりますので、もう３月でありますので内容、方向性が出

ていると思いますので、概略等を教えていただきたいなと思っております。モデル地域

としての重点的な取り込むという施策でありますので、たぶん浜中町もそういうモデル

的なものが出ているのかなと思っておりますので、よろしくお願いします。 

○議長（波岡玄智君） 企画財政課長。 

○企画財政課長（金澤剛君） ただ今のご質問にお答え申し上げます。議員おっしゃる

とおり、道内３地域で、このモデル地域として指定されてございます。ただ今、海岸地

域という事でのお話でございましたけれども、皆さんご存じのとおり釧路管内につきま

しては、沿岸域それから内陸域、これも一つとして、全ての問題に対応しているのが釧

路管内という捉え方をしてございます。今、開発というか、国の方からは沿岸域という

ことでお話スタートしてございますけれども、その後、標茶町、鶴居村、弟子屈町を含

めまして釧路管内全体として沿岸という字が消えまして釧路圏域検討会という事にな

ってございます。前年度、２月７日に開催されておりますけれども、今年度につきまし

てはまだその日程調整されてございません。恐らく今月中、まだ先方のほうから日程調

整が来ておりませんので、今後になろうかなとは思います。圏域検討会ということで、

地域振興に資するものということでございます。釧路管内は漁業があって、それから内

陸部の酪農があって、両方を振興しなければならないということで、各町の首長から、

内陸部も入れようということで行ってございます。１例をとりますと、水産業の振興で

どういった養殖漁業ですとか、あとそれから、内陸部でいくと、酪農の生産物をどの様

に供給するかとか、あとはそれに対して、今後の課題とかという事が検討されてござい

ますけれども、議員が今、新聞報道でお知りになっているところを、私も資料を持ち合

わせてないという部分もあるんですけれども、詳しいところは、今後ということで、わ
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かり次第、情報は提供させていただきたいと思います。当然議長にもご案内がくるとい

うことになるかと思うんですけれども、内容わかりましたらお知らせいたしますので、

ぜひ聞きに来ていただければなというふうに思っているところでございます。 

○議長（波岡玄智君） よろしいですか。 

他にありませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

 次に、第３款民生費の質疑を行います。 

この際、暫時休憩します。 

（休憩 午後１２時 ４分） 

（再開 午後 １時００分） 

○議長（波岡玄智君） 休憩前に引き続き会議を開きます。 

日程第２ 議案第２９号の質疑を続けます。 

３款民生費の質疑を行います。 

１番加藤議員。 

○１番（加藤弘二君） ４点ほど、お願いいたします。まず９７ページの重度心身障害

者ほか医療費扶助費についてです。この項目では、例えば、障がい３級とかとなれば年

金の申請もできる。障害者年金を受ける制度もある。そういう内容かと思いますが、最

近、町民で、私のところに相談に来た方がおります。生まれつき左耳が聞こえない人で

して、都会で生活していたけども、なかなか労働が厳しくて、家に帰ってきて昆布採り

をやり、そして、沿岸の魚を獲る船にも乗っていたのですけど、この２、３年前に昆布

採りもできなくなって降りて、それから沿岸漁業もだめなんだと。どうしたらいいでし

ょうと相談に来られました。それで釧路市立病院、総合病院に行っていろいろ聞いてみ

たら、左耳は全く聞こえません。しかし、右の耳が聞こえるので、障害者年金の支給対

象にはなりません。それから、脳神経外科というんですかね。黙って立っていられない

ので、台の上に上がって気をつけの姿勢になってみても、映像に写ってくるのが、重心

がどこにあるのかっていう、正常な人はちょうど両足の真ん中に重心がいくんです。し

かし、彼の場合は重心がもうあちこちに散らばりまして、画面全体が重心の形になって

て大変な状況で、立っていられなくてふっと後ろに下がったり、歩く時も右に行ったり

左に行ったりして歩いて、例えば、船はおりたけども、昆布干しをやって、立ったり座

ったりすると、もう１０分位やっていると具合が悪くなって、砂利の上に寝転んで吐い
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てしまうような、そういう状況になっていて。要するに、働けないという状況があって、

本人にしてみれば大変なショックで、生きていく気力もなくするようなことまでぼやく

んですけど。こういう様な状態で市立病院の専門のお医者さんに調べてもらった結果、

病名はわかりません。それから、脳神経の方も病名がわかりませんということで、結局、

障害者年金３級の程度に至らないので、お医者さんは、そういうふうな診断を私は書く

ことはできません。ということでしてね。ここでちょっとお聞きしたいのは、障がい者

の程度によって支援制度が、５通りほどあると思うんですけど。３級以下の方で、働け

ないというような状況のもとで、どういう制度が対象になりますか。それが１点です。 

それから２点目なのですけど、同じページの厚岸町子供発達支援センター負担金があ

りますが、ここは榊町に新設されたハート釧路の施設の中で、障がい者の支援のほかに、

別室でもう一つの部屋で、言葉の教室っていいますか、ハート釧路じゃなくて、厚岸の

子供発達支援センターから、出張でやってきて、面倒をみてくれる、そういう場所があ

るんですが、これもまた相談がありまして、現在その子は年長さんで、保育所にお世話

になっている子なんですが、この４月に小学１年生になるんですが、この子がお母さん

と一緒に保育所の段階でも、支援して、言葉がきちっと話せないので、なんとか手助け

できないだろうかって言ったら、定数が決まっていまして、今保育所の段階では見るこ

とはできませんと言われて、このお母さんはとってもショックでせっかく浜中町にでき

たのに、なぜ私は厚岸の教室に行かなければならないのでしょうかと。地元にできたん

だから、私は行きたいと。子供を行かせたいと言っているんですけど、この辺の事情に

ついて、今、浜中町の方では、どんなふうになってるのかっていうことをお知らせ願い

たいと思います。 

それから、もう１点関連してですね、榊町のあの施設で、私は障がい者の人たちがど

んな生活をしてるのかということで、何回か行きました。ところが、障がい者で仕事を

したり、勉強したりしている、何か作業している姿っていうのは、行っても一度も見る

ことができませんでした。やはりあの施設というのは、障がいを持った子供が１０人前

後いらっしゃいまして、そして、共同作業でいろんな仕事をやって、簡単に言えば、何

かの袋張り作業だとか、それからアイスキャンディーのヘラを袋に詰める仕事だとか、

そういう仕事を１０人くらいでワイワイやりながら、楽しくやってるんですよ。今回榊

町に行っても、何人いらっしゃるか知らないんですけど、会話しながら、「あんた鼻水

出てるよ、ちゃんとかみなさい」とか言いながら、社会生活をどんどんやりながら、そ
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の施設の中で仕事をしている状況はあるんです。それが全く見られなくて、何しに来た

んだろうって、私はちょっと悲しくなって帰ることもあるんですけど。ただ、サロンの

様な感じのところがあって、そこでコーヒーを飲むと１５０円だったかなと思うんです

けど、安いんですよ。大きなマグカップに並々とコーヒーが出されます。飲んでみて驚

きました。大きな声で言いませんが、おいしくない。インスタントコーヒーにお湯を足

したくらいのもので、もう、ひと口つけたら、もうそれ以上進むことはできませんでし

た。私は、サロンのコーヒーを出す様なところに、１０席くらい席はあるんですけど、

私はひと口つけたら、「これはうまいぞ」っていう何か目玉商品があればいいんですが、

そういう環境がない。そういう寂しさを感じて帰ってくるんですけど、これからずっと、

ああいう感じで榊町の施設は続くのかなっていうことで、未来に希望があるんですとい

うようなことを聞かせていただきたいと、そんなふうに思います。 

次は、９９ページの民生費です。成年後見人報酬等助成っていう制度なんですけど。

遺産があって、正の遺産もあれば、負の遺産もあると思います。それで、お年寄りの方

が亡くなったときに、遺産をどう処理するのかっていうのが、この成年後見人だと思う

んです。それで、浜中町では、本年度１年間で後見人制度がいきて、そして、その方の

後見人がいたことによって、正や負の遺産を処理することができたというそういう相談

というか、そういうことが実際に何点ほどあったのか。ここのところを説明していただ

きたいと思います。 

次は、民生費の１０１ページ。子供医療費扶助費２，４７２万円というこの額なんで

すけど、これは、乳幼児医療費無料、無償制度のことだと私は思うんです。この制度は、

大変皆さんに重宝がられて、今は、高校卒業まで無償ということになっております。多

くの保護者の方は、大変喜ばれております。そこで私は尋ねたいのですが、乳幼児医療

費の無償化によって、救われる金額はここまでなんですが、実際に病院にかかっている

子供たちで、町内の２つの歯科診療所、それから町内の浜中診療所に実際にかかってい

る高校生までの数、実際に今年度でもいいし、前年度でもいいんですけれども、実際に

かかっている子供の数はどのくらいで、それで、それ以外でもし調べているのであれば、

町外の医療機関でお世話になっている子供たちは何人くらいいるのか。それから、それ

がわからなければ、町内の該当する子供たちの内の何人が、あるいは何％が町内の診療

所のお世話になってるのか。パーセントといいますか、そういうのを私は知りたいと思

いますので、よろしくお願いいたします。 
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○議長（波岡玄智君） 福祉保健課長。 

○福祉保健課長（渡部直人君） まず初めに、９５ページの重度心身障害者医療に要す

る経費の関連の部分で、障がい者の就労支援とか相談ですけども、まず福祉の方では、

社会福祉等で相談業務を扱っていますので、そういった部分での相談。あと、具体的な

就労の場所となると、事業所になるとハローワークさんとかの紹介や、町内の部分は、

具体的な部分の把握はしておりませんので、そういった部分での制度的なお知らせをす

るという形になりますし、また、ハート釧路さんの方でも障がい者の関係の相談を受け

てますので、障がい者の就労のあり方とか、個別の部分の相談をのっていただくという

ことで、委託料のほうを出しております。具体的なケースについては、相談業務をやっ

ている状態です。 

あと９７ページ同じく子供発達支援事業に要する経費の厚岸町子供発達支援センタ

ー負担金１０４万３，０００円の関係ですけども、今回２１万８，０００円増えてます。

これの増えたというのは、厚岸町にある子供発達支援センターの枠を、榊町にある子供

発達支援センターに金曜日にサテライトということで、お借りしてますけども、その他

に、実際に厚岸町に通所してる方もおります。この部分の全体の施設の利用割合が、浜

中町の方が増えているという状態になってます。全体で言うと今回、今現在１７名の方

がこの発達支援センターの方に行っていますけれども、議員おっしゃるとおり、厚岸町

に通ってる方もおられます。内訳は、まず就学前のお子さんが現在９名います。それと、

放課後デイということで、小学生ですけども、８名ということになっていますので１７

名おりますので、厚岸町と枠を分け合っていますので、この割合が高くなってくると、

この負担金が高くなると、それによって、やはり予約も行ける場所ですね。榊町の場所

も、時間制でやっていますので、特に小学校就学前ですと、時間的な部分がありますの

で、枠があります。厚岸町の方に行っていただく場合は、子供発達支援センターの交通

費助成という形で、町の方では支援させていただいておりますけれども、担当の保健師、

あと福祉係それとそちらのセンターの方と受ける場所や日程等、詰めておりますので、

新年度、今度新１年生になる方みたいですので、調整して、支援していくっていう形に

なると思います。 

あと９９ページの地域活動支援センターの関係ですけれども、実際ここの利用者の通

所者で、定期的に行ってる方が４名。あと１週間に１件とか不定期の方が１名、現在入

院している方が１名いますので、利用者６名ということになっています。主に、この定
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期利用をされてる方については、調理室の中に入って、お弁当をつくっております。そ

れと、外にいる方が１名ですので、この方については、創作活動。キーホルダー作った

りとか、中で地域活動支援センターの方でゆったりしてますけども、そういった活動に

主に従事している形ですので、この方は、ちょっと目が不自由な方なので主にそういう

活動と、調理場が足りない場合には、調理場に入るケースもあるというふうに聞いてお

ります。あとカフェの方ですけども、あのカフェは実際指導員が中心に回しているよう

な状況ですので、メニューのところも、やっぱり評判という部分もかかわると思うので、

そういうお話を上の方に伝えていきたいなというふうに思っておりますので、よろしく

お願いします。 

それと９９ページ同じく扶助費の、後見人の報酬の助成ですけれども、ここの部分は

障がい者の関係になりますけども、認知症の関係の後見人の部分ですと、１０３ページ

のその他高齢者福祉に要する経費の扶助費の成年後見人等の扶助費の１４万２，０００

円になりますけれども、実績はあるかという話なんですけど、今年度、実は、障がい者

の方で１件ありまして、その方の兄弟１名のお母さんが亡くなってその後、後見人の裁

判申し立て等をして、兄弟ですので２件。２件という扱いになります、兄弟がいますの

で。この方、今、家裁のほうに申し立てて、後見人がついて、今、相続等の財産の管理

の事務をやっているところですので、３０年度にはその２件が実績としてあります。実

際、この後見人制度なんですけども、今回の場合、市町村長の申し立てという形になり

ますけれども、やはり後見人そのものが市民後見人が、うちの方で体制として出来てい

ないのが実情ですので、今後、認知症との部分で、後見人制度を利用する人が増える可

能性があります。ただ、機関でいうと社協さんが委託を受けてやってるという場合もあ

りますんで、関係機関含めて、受け入れ体制、浜中町として、将来的にこういうケース

が多くなってくる場合の対応に向けて、体制を整備していきたいなというふうには考え

ております。以上です。 

○議長（波岡玄智君） 診療所事務長。 

○診療所事務長（齊藤清隆君） それでは、１０１ページの子供医療費助成に要する経

費のご質問にお答えをいたします。浜中診療所で何人、高校生以下の子供が受診されて

いるのかという質問でございますが、まず未就学児から申しますと子供医療費に係る資

格受給者数が２月末現在で２８６人。それに対しまして、浜中診療所にかかった子供が

３４人。割合から言いますと、１１.８％。続きまして、小学生。受給資格者数が２２
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５人。浜中診療所にかかった児童が８２人、３６.４％。中学生、受給者数が１４０人

に対しまして、かかった生徒数が３９人、２７.８％。高校生でいきますと、資格者が

１６３人で、うちにかかった生徒数が４２人、２５.７％。全体でいきますと、受給者

数が８１４人に対しまして、かかられた生徒が、実人数ですけども１９７人、２４.２％

となってございます。以上です。 

○議長（波岡玄智君） 町民課長。 

○町民課長（佐々木武志君） ９７ページの重度心身障害者ほか医療費扶助費の関係の

関連質問についてお答え申し上げます。こちらの方なんですけれども、あくまで医療費

の助成という点の要件をお話しさせていただきたいと思います。 

まずは、身障者手帳の交付を受けた方で、障害等級１から３級に該当する方。それか

ら、重度の知的障害のある方、それから精神保健福祉手帳１級を取得している方という

ふうになっております。 

それと２点目ですけれども、子供医療費の扶助費の関係のご質問でございますけれど

も、ご質問の中で、町内それから町外の医療機関、高校生までの数がどれくらいいると

いうことなんですけれども、その細かなデータにつきましては、原課としては、確認作

業が非常に細かくなるもんですから、数については把握していないのが現状でございま

す。以上です。 

○議長（波岡玄智君） 加藤議員。 

○１番（加藤弘二君） 最初に立って説明した方の主旨がよく分からないので、もう一

度お願いしたいと思いますが、私が重度心身障害者ほか医療費扶助について、生まれつ

き耳の病気で左耳が聞こえない人、これが、作業している中で、脳の方の影響で真っす

ぐ立てないという状況がわかりましたが、その方の診断は、障害者年金を受けるまでの

等級にはなっていません。最初に調べてから３カ月後に行っても、該当しませんという

お医者さんの回答でした。私は、彼をどうやって励ましてやったらいいかっていうのは

思ったんですけど。「それは、おまえ気力で頑張るよりしようがないぞ」って言うしか

ないなと現在は思ってるんですけど、まだ彼には話していません。そういう点で、医師

の診断が無いことから、あまり体を動かさない様な仕事で徐々に頑張るしかないかな。

例えば今やっているのは、蛸の縄さやめをずっと朝から夕方までやっているっていう、

「それは、お前大丈夫か」って聞いたら、他の人よりもスピードは遅いが何とかできる

んだ、というふうな状況です。それで私が知らない間に、彼が福祉保健課に行きまして
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医療費の補助を受けるようにしたからって。私の知らない中で、本人が行って状況を話

したら、医療費の補助っていうのがどういう形で補助されてきたのかなっていうのが、

細かいことは聞いてないんですよね。そんなことで、浜中町では、今のような状況の人

でも医療費のうち、こんな面は補助できてきてるんだということが明言できるんであれ

ば、今やっていただきたいと。そんなふうに思います。 

それから、その下の発達支援センターの件で、先ほどの説明では、就学前の子供がハ

ート釧路で言葉の教室に参加できるかというと、保育所に行ってる時はちょっと定数が

大変だから学校に就学し小学校１年生に上がった時点で、榊町の施設でみてもらえるよ

うな枠があるような答弁をされたんですけど。それは、確約できるものなのかどうなの

か。その辺お知らせ願いたいと思います。 

それから榊町での利用者が、はっきりしてるのが４名で、不定期にやってくる利用者

が１、２名ということで、全体６名という。ちょっと、自分としてみれば、いろんな、

ほかの施設を見てきても、少なくとも１５人以上２０名くらいの利用者がおられるんで

すけど、浜中町のあの榊町の施設で、利用者が１０名を超えるような状況は、どうして

作れないのかなと。その辺の事情がよくわからないんで、今はこういう状況であり、こ

んなふうな状況が生まれることになれば、１０名以上の利用者が入ってくることになる

のかな。そうした場合に、浜中で障がいを持っている方が、そこの施設に条件が整った

ら入ってくるという、そういう目標を持っているのかどうなのか、将来どうしようとし

てるのか、その辺のところを説明していただきたいと。そんなふうに思います。 

あと最後、乳幼児の医療費の浜中診療所や歯科診療所で、子供全体のうちのどのくら

いが浜中町の診療所でかかっているかという報告がありましたが、対象となっている方

の数から言えば、２４％、３６．４％、１１．８％、２７．８％、２５．７％というこ

とで報告ありましたが、これ、対象者の中の人数だと私先ほど聞いていました。せっか

くの乳幼児医療費の無料化なんだから、できれば浜中の歯科診療所や浜中診療所で、少

なくとも５０％の方々がかかってくだされば、浜中診療所の収入も増えて、安かった、

無料でできたっていう、そういう喜びもひとしおでないのかなと思うんですけど、そう

いう努力っていうか、どうしたらいいのか、その辺の考えをお聞かせていただきたいと

思います。以上。 

○議長（波岡玄智君） 福祉保健課長。 

○福祉保健課長（渡部直人君） 初めに、厚岸町の子供発達支援センターですね、サテ
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ライトで榊町でやってますけど、これはハート釧路がやってるのは地域活動支援センタ

ーなんですけども、こちらの方は別の委託になります。人数がだんだん増えてきて、本

来であれば、やっぱりうちの施設を使えればいいんですけど、やはり委託先が児童と就

学前のお子さんをやるとなると、運営する委託先は実際ないっていうのが実情です。そ

れを何とか厚岸町さんの枠を借りてやっているというのが今の実情ですので可能な限

り、調整はさせていただきたいんですけれども、就学前のその子の状況とかを確認しな

がら、連携しながらやっていきたいと思います。個別の部分については、保護者の方か

ら相談を受けて対応してまいりたいというふうに思っております。 

 あと地域活動支援センターの部分ですけれども、やはり、今後増えるかという部分で

すけれども、実はそういう施設ができたんで、中標津の高等養護学校さんから、浜中町

出身のお子さんが行っている場合があります。地元で、自宅にいて、そういうところに

活動しながら、働きながら、一緒に生活できればいいなっていう部分での話も出ていま

すんで、そういう方が増えていくと、事業所としてニーズが増えていくのかなと思って

ます。今の場合、実は障がい者サービスの国の事業でやってる補助とかそういう中には

入っていませんので、あくまでも議員おっしゃる施設については、例えば、就労型のＢ

型とかＡ型とか、そういった施設のことを言われてると思うんですよ。将来的に私ども

も、そのＢ型、雇用契約を結ばない形の就労施設ということを、目指してはおりますの

で、人数的には今、常時働いている方が３、４名ですので、これをもう少し増やして、

利用者を増やしていかないと、実際、単独施設としてはやっていけないという実情です

ので、そういう町内出身者の方が、逆に言えば、潜在的にほかの施設に行っている、釧

路とか行っている方もいますけども、なかなか地元に戻ってきてＢ型とがあるわけじゃ

ないですから、戻ってくるという状態にはなっておりませんので、長期的な部分では、

増えることに対応して増えればいいなっていう部分ありますけれども、現状では、今の

形でしっかりまず基礎となる部分を施設としてやっていきたいなというふうに思って

いるところであります。 

それと、その１番最初のケースですけども、福祉保健課に相談したということで、医

療関係、もしかすると補聴器とか補装具の関係なのかなと思ったんですが、違う医療費

の支援制度も重度じゃなくてありますので、いずれ診断書が出て、医療費の認定なった

というふうなケースかなというふうに思ってますので、個別の分については、事細かく

相談、医療費関係はやってると思いますので、就労の部分までも含めて、お話は聞いて
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ると思うんですけども、今後も、きちんと担当者が対応しますので、ご相談していただ

ければなと思っております。以上です。 

○議長（波岡玄智君） 診療所事務長。 

○診療所事務長（齊藤清隆君） １０１ページの子供医療費助成に係る再質問にお答え

をいたします。いい制度なので半分以上かかる様な努力をしなさいっていう、こう耳の

痛い話でしたけれども、うちとしても、患者増に向けての努力は惜しみなくしているつ

もりなんでございますが、先ほど申しましたとおり未就学児の割合が非常に低い。これ

は５歳以下ですと、やはり釧路市内の生まれたところの病院の小児科にかかるというケ

ースが多いかと思うんですよね。その関係で上がってこないというのがあると思います

ので、今後につきましても今いる医者、スタッフで最善を尽くして患者増に向けて頑張

ろうという意気込みでおりますので、ご理解願います。 

○議長（波岡玄智君） 加藤議員。 

○１番（加藤弘二君） 最後、１点お願いします。榊町の障害者施設で働く方を出身者

であちこちの施設で、お世話になっている子供さんたちも沢山いると思うんです。そう

いう方々が、地元の榊町の施設にやって来ようかなって、やっぱり近いからその方がい

いかな。だんだん歳を取っていくと遠くの子供に会いに行くのも大変だから、地元の施

設に入ってもらった方がいいよねっていう、そんな環境を私は、作っていってほしいな

と思うんです。その際に、ハート釧路の財政力の関係で、今の利用者を倍に増やすよう

な、そういう予算をつけることは出来ないんだと。予算上そういうことができないんだ

っていうことであれば、浜中町が予算をつけて、あるいは、国から道から持ってきて、

そういう環境を整えるということも考えるべきことではないのかなって、私は、感想と

して思うんですね。そういう点で、昨年あの施設を、親に代わって行政が率先して作っ

た施設でありまして、なかなかこういう施設を行政が動き出して、場所を設置するって

いうこと自体、私は本当にすばらしいことだと思うんですが、その目的を達成させるた

めにも、もうひと踏ん張り頑張る必要があるのではないかなと思います。これ、３回目

の質問で終わります。 

○議長（波岡玄智君） 福祉保健課長。 

○福祉保健課長（渡部直人君） 浜中町地域活動支援センターの今後のあり方に関わる

部分かなと思うんですけども、利用者が増えると、国の補助の貰えるそのＢ型事業所等

に移行するっていうことは、実はハート釧路さんともお話しさせていただいています。
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ただ、現在の受け入れ人数、あと体制ですね。配食とか色々やっていますけれども、ち

ょっと現状では厳しいと。ただ、せっかく作った施設ですので、将来的にＢ型事業所の

開設を目指すというのは、共通の理解で進めていますので、Ｂ型事業所の方に移行する

と、町の持ち出しが逆に少なくなります。補助、支援額が減ると思いますので、中標津

高等養護学校とかとも連携をしながら、新卒の子を地域でしっかり育てるとか、そうい

う様な部分でやっていきたいなと思っております。本来のこの地域活動支援センターの

目的、日常生活、社会生活を営む形で地域でしっかり障がい者とともに活動できる施設

になればなと思ってます。以上です。 

○議長（波岡玄智君） １０番、田甫議員。 

○１０番（田甫哲朗君） ２、３点伺いたいと思います。若干、９番議員と質問項目が

かぶりますけど、なるべくかぶらないような質問をしていきたいと思います。 

それでまず１０５ページの野いちごへの補助金ですね。これに関連して、先ほどの説

明でおよそ理解をいたしました。ただ、自分が心配するのは、要は、今年度は前年対比

２１１万円の減。ただ、その前の年度を見ますと１，１５０万円の減額となっておりま

す。それでその先ほどの説明で、今、入所者を４５名まで増やすことができましたとい

う中で、まあいい傾向かなと思っているんですけれど、満床の状態で経営し、運営して、

それでこういう施設っていうのは満床の状態で運営することで、要は経営ですね。野い

ちご自体の経営が成り立つんだろうなっていうふうに自分なりには考えるんですけど、

町からの補助金が減る中で、去年ぐらいまで４０人そこそこの入所者の中で運営してき

た中で、この野いちご自体の経営状態、これはたぶん、毎年野いちごさんとは話し合い

の中で、この補助が決まってるのかなと思うんですけれど、例えば、２９年度単年度の

野いちごの決算状況とか、３０年度の野いちごの決算状況っていうのは多分把握されて

るのかなと思うんですけど、単年度の中で運営状態がどうなるかっていうことをちょっ

と教えていただきたいと思います。 

それと１１１ページ、へき地保育所運営に要する経費の賃金。これは、常設の場合も

あわせて聞きたいと思いますので、この保育士賃金は、パートであったり嘱託であった

り、代替保育士に係る部分かというふうに思っているんですけれど、前年比１２５万２，

０００円の増となっております。これの増の要因として、補足説明では、配置見込みに

よる予算というふうに伺ってたんですけれど、単純にその保育所において児童数の増に

よるものなのか、それとも賃金の単価っていうか、そこら辺との兼ね合いもあるのかな

TRIAL MODE − a valid license will remove this message. See the keywords property of this PDF for more information.



 - 30 -

というふうには考えるんですけれど、来年度入所予定の常設も含めた各保育所の人数、

保育士の数を教えていただきたいと思います。 

それと、１１９ページ、保育所保育士賃金に関連してなんですけれど、この今回、茶

内で保育所が新しくなることによって、子育て支援センター、これも霧多布に加えて茶

内でも開設ということで、それにかかる賃金なのかなと思うんですけれど、現在、霧多

布保育所で子育て支援センターを開設されている訳なんですけれど、そこにかかる保育

士賃金という項目は、予算計上なかったんですけれど、霧多布で運営するにあたっては

大丈夫、茶内でやるにあたって２４７万６，０００円が必要になるのかなっていうふう

にも考えるんですけれど、まずそこら辺伺っておきます。 

それと、戻りますけど１１５ページ、常設保育所に要する賃金で、まず、光熱水費１，

４０８万円。これは、前年対比８７１万６，０００円と大変大きな増額となっているん

ですけれど、茶内保育所が新しくなるに伴ってのものにしても大きいかなと思うんで

す。まず、この大幅増となった要因をまず伺います。それと、同じく手数料。これも１

２３万６，０００円。これが、前年度倍額以上となっている要因。それと、清掃事業委

託料２０７万５，０００円。これは新規かなと思うんですけれど、この内容を教えて下

さい。 

それと今度、一時預かり保育も茶内でするということだったので、参考までに霧多布

で今やっているのでいくと、２９年度は２１３件の利用ということでありました。それ

で、前年度の実績を教えていただきたいと思います。それと遊具撤去費。先ほどもあり

ましたけれども、先ほどの答弁では、もう使用ができないようなものなので、全て廃棄

するという答えだったと思います。今度の保育所で使用するっていうのは、まず考えら

れないんでしょうけれど、茶内地区で、ふれあい広場で複合遊具を今回予算付けしても

らって、あそこを児童公園みたいな形にしていきたいなと思う中で、もし、まだまだ使

用が可能なものであって、そういうものがあるんであれば、そういうところで活用は考

えられないのかなと思うんで、その考えも伺います。 

それと、前保育所の今後について、解体前提にというお答えでありました。それで、

関連になるんですけれど、防災の方で茶内に水防倉庫をたぶん購入だと思うんですけれ

ど、５０数万円ですが予算計上額が今回ありました。それで、土嚢等を入れておく倉庫

を今回購入するという話でありましたけれども、確かに耐震にひっかかって、保育所と

して利用することはもう無理ですよというふうに現保育所は診断された訳なんですけ
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どね。これ、倉庫として使用する場合においては、それでもやっぱり耐震基準というの

は問題になるのか、ならないのか。ならないのであれば、利用する方向で考えられない

のかなという思いがありますのでお答えください。 

それと今作っている保育所、これも地域の方々もそうなんですけれど、大変カラフル

なもので大変目につきます。中を見てみてみたいねっていう話がある中で伺うんですけ

れど、保育所いざ開所してしまったら、なかなか関係以外というのは入れないんじゃな

いのかなと思うんですよ。それで、できるのであれば、この供用開始の始まる前に、日

曜日等１日くらいで結構ですので、ぜひ見学というか、開放して、見てもらうというよ

うな一般公開するような検討はされるのか、できるのかできないのかを伺います。以上

です。 

○議長（波岡玄智君） 福祉保健課長。 

○福祉保健課長（渡部直人君） １０５ページ、社会福祉法人浜中福祉会に要する経費

の浜中福祉会に対する補助についてです。今回の減額については、２１０万９，０００

円ですけれども２９年度までに整備費、要は施設の建設費等ですね、その部分でかかっ

ておりました。それで３０年度も減額となっておりますけれども、今年度につきまして

は、特に野いちごの施設長ともお話しさせていただく中では、２９年度、実はその補助

金出しました。結果的に黒字になったので、補助金の額正確な数字は手元にないんです

けれども、年度経過３月、野いちごの決算後に返還いただいてます。そういう意味では、

町の補助の中では、補助金については、要は、事業収支で不足する分を出していると。

単純に何を買うとか、備品設備を整備するとかっていう部分については、当然そのまま

お渡ししたままなんですけども、例えば今回の介護支援者の支援金の貸付事業関係があ

ります。実際、未執行の部分がありますので、こういうものについても年度末の決算を

待って、お返ししてもらうと。あと事務費系もそうですけども、お返ししていただよう

になってます。あと、収支の部分ですけども、基本的に介護保険会計の中で、人数が増

えていくと収入は当然増えてきますので、利用者負担も合わせた中で収支は維持できる

はずなんですけども、問題はやっぱり人なんですよね。人がいないっていうのが、介護

する人がいないっていうのが１番問題ですので、そこの対策を町としては今、３０年度

から本格的に支援をしているという状態になっているところです。以上です。 

○議長（波岡玄智君） 保育所長。 

○保育所長（山口ひとみ君） まず初めに１１１ページのへき地保育所運営に要する経
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費の保育士賃金についてお答えいたします。このへき地保育所の保育士賃金について

は、今までパートで対応していたところを、臨時保育士としたいというところでの増額

となっています。 

それと全保育所の入所予定人数と保育士の数ということについてお答えさせていた

だきます。予算計上時の見込み人数では、常設保育所は１３６人、へき地保育所は４９

人と見込み予算計上でその様にしたのですが、今現在、入所申し込みがあった児童数は、

霧多布保育所で５８名、そこに職員数の配置は、１０人と考えております。園長を抜か

して１０名と考えています。茶内保育所は６５名、ここも同様に１０名と考えています。 

それから散布保育所は１４名、保育士は３名と、パートの対応を予定しております。

浜中保育所は１６名、職員３名と考えています。姉別保育所は８名、職員は２名と考え

ております。 

次の質問ですが１１５ページの光熱水費についてお答えさせていただきます。光熱水

費については、下水道や水道とか、その他の部分については大きな増額はないんですが、

議員おっしゃいました様に茶内保育所の電気代。電気代の部分がちょっと大きくなって

います。調理にかかる部分と地中熱。暖房が地中熱ですので、その機器を動かす電気代

もみています。まだ供用していませんので、北電さんに電気料は見積もっていただいた

ところなんですが、当初なので明確なものは出ないという事なので、多めに計上してい

る状況です。 

次に、茶内保育所の遊具撤去で廃棄というところで、使用可能なものはないのかとい

う質問だったのですが、遊具は一度撤回しますと、組み立てたりするときにまた破損と

いいますか、そういう問題も生じてくるらしく、それにもう年数もかなり経っています

ので、どこかのところで再利用できるようなものはありません。それから、子育て支援

センターに要する経費の茶内保育所で子育て支援センターをやるにあたり、今回臨時と

しての予算計上があるが、今まではどうであったかっていう質問だと思うんですが、今

までは正規職員が霧多布保育所の子育て支援センターの方では対応してましたので、こ

のたび茶内では、どちらがどうなるっていうのは今後はっきりするんですが、１人は臨

時で対応したいというふうに考えております。 

それから一時預かり保育の利用数なんですが、平成３０年度２月末までで延べ人数が

２３６名となっています。以上です。 

答弁漏れがありました。すいません。茶内保育所が新たに完成したら共用開始までに
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中の見学は、というご質問なんですが、その点については、そうしたいなと思いますが、

まだ全く詰めてませんので、決まり次第お知らせしたいと思います。 

○議長（波岡玄智君） 建設課長。 

○建設課長（渡邊馨君） 今の茶内保育所の、旧保育所の今後、倉庫としての活用につ

いてですけれども、耐震基準の問題になりますけれども、耐震基準とは建物の用途では

なくて建物そのものを診断するってことで、その診断した結果、ＮＧであることから、

倉庫としての利用も不可能でございます。以上でございます。 

○保育所長（山口ひとみ君） すいません。答弁漏れがありました。手数料。まず始め

に手数料について説明させていただきます。手数料の内訳としましては、汚泥運搬処理

手数料。グリストラップの運搬に係るものが１３万９，５２０円。それとグリストラッ

プの収集にかかるものが１０万６，３８４円。それから検便検査、保育所の調理員と０

歳児の授乳担当者になるんですが、この検便検査手数料が、４種の定期の検査と、ノロ

ウィルスも含めまして、４種が５万２，３２０円、ノロウイルスが２５万３，４４０円

となっています。それとピアノ運搬手数料も７万３，４４０円。それから細かいですが、

フィルター清掃に係る手数料が３６万円となっています。それの合計額です。 

次に清掃事業委託料なのですが、茶内保育所の掃除に係る部分で今までは職員が掃除

してたんですが、面積が広くなることもありまして、清掃会社に委託しようとするもの

です。以上です。 

○議長（波岡玄智君） 田甫議員。 

○１０番（田甫哲朗君） まず野いちご。２９年度が黒字であったという答弁だったか

と。これ、要は、僕が聞いたのは単年度の決算で、決算状況っていうのは説明とか報告

があった上で、余った分を返しますよということなのかなと理解するんですけど、要は

運営自体が、例えば、介護報酬等々の要するに入所者数、入所者がいる事で入ってくる

報酬とその経費等をプラスマイナスしたときの決算の状況というのはどうなんですか

っていうことで聞きたいんですが。要するに、例えば基金じゃないけども、財源として

野いちごが持っている予備費というか、要は、そういうものの繰り出しがあって初めて

黒字になっているんです。要は、単純にさっき前段申したような状況での黒字なのかと

いうことなんですよね。とてもだから２９年度が黒字だということが、４０人弱くらい

の入所者中で、はたして、そういうものが黒字で確保できるのかなっていうのは、ちょ

っとびっくりしました。それで運営ができるんなら、それは補助額をもっともっと減ら
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せるのかなという思いもあるんで、もう少し詳しい内容を教えていただきたいと思いま

す。 

 それとですね、そのへき地保育所と常設の場合のパート職員だった方を臨時職員とし

て雇う関係での増額ですよっていうことで理解していいのかな。違うのかな。違うので

あればもう１回。要は、へき地で今回１２５万２，０００円ですけれど、常設だともっ

と大きな２００万円、もっと大きかったな。４００万円位の増になる。なんせこの賃金

が、常設の場合はもっと増えますよね。要はその増える要因、それを再度お尋ねいたし

ます。それとこの代替保育士なんですけど、突発的なのかどうか分からないけど、要は

パートにしても正規職員であっても休まなきゃならないというふうな時に入っていた

だくっていうのは、この代替保育士なんだろうと思うんですよ。それでこの代替保育士

の稼働日数っていうかそういうものっていうのは最初から予算の中に入って、要するに

年次休暇等、有給休暇を使う日数をしっかり計算した中で、代替保育士の稼働日数とも

計算されているのかを確認しておきます。それと、光熱水費ですね。さっきの説明だと、

主に地中熱での冷暖房。たぶん、茶内の場合は給湯もこの地中熱でできるのかなという

ふうに理解しているんですけれど、地中熱ヒートポンプを動かすための電気料が大きい

んですよみたいな話だったと思うんですけれど、単純に電気料と言っても、照明もあり

ますし、いろいろあると思うんですけれど、照明については当然、ＬＥＤを使う訳です

から。これは従来の電気消費量からみると、普通は３分の１というふうになるのがＬＥ

Ｄの特権というか効果ですから、照明の部分については発生しないのかなと思うんです

けれど。やっぱり大きいですよね、８００万円という電気料のアップというのは。初年

度でやってみなきゃわからない中で、北電とも見積もってもらったという話でしたけれ

ど、消費電力というのは、このポンプにたぶん表示されてるのかなと思うんですけど、

もう少しわかりやすく。要はこの、今回のこの地中熱利用に係るヒートポンプを稼動す

る上での電気料を少し多めに見込んだっていうとらえ方でいいのかどうか。確認させて

もらいます。 

○議長（波岡玄智君） 福祉保健課長。 

○福祉保健課長（渡部直人君） 再質問にお答えします。浜中福祉会の野いちごの件で

すけれども、３１年度予算書の案をこちらの方でいただいていますけども、やはり今回、

利用者数、入所者数が増となることで、介護保険収入を増やしてきてます。当然収入が

増えるということですけれども、その中で、歳出ですけれども、当然人件費、若干増え
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てますから、その分は増えるという部分なんですけども、総体でいきますと、この事業

収入の方は基本的に介護収入の中で、やりくりできると。ほかの社会福祉法人も、こう

いう特養とかやっている施設もそうなんですけども、浜中町の場合は、やはり建設時の

経過等を踏まえた中で、維持補修費だとか、施設の維持管理に要する経費の一部を補助

したり、施設の建設費の補助をしてきました。その関係する部分ですので、その中で運

営費の一部、先ほど９番議員の時にも話しましたけど、まず本部の方に２１２万２，０

００円で、施設の改修費の分については今回５０４万円なんですよね。実際の負担でい

うと、この２本ぐらいかなと思うんですよ。施設の改修費を普通のところだと、自前で

やる形になると思いますので、この額っていうのは、要は、介護収入が減ったとか増え

たところでの助成っていうのは浜中町からは直接はしていません。逆に、デイサービス

やほかの事業の部分では足りない部分とか、町から委託してる部分ありますけど、町の

方で運営そのもの、人件費そのものに直接入れたりはしてるのですけど、この特養の部

分については、そういうような補助金の形の性格にはなっていません。先ほど言った貸

付金が返ってくるっていう部分もそうなんですけど、その制度設計だとか運営するため

の後押しをする補助金というのはここに入ってくるのかなっていうふうに思っており

ますので、この額が増えてくっていうには大規模改修ですね。野いちごさんでも壁とか

いろいろ今後長寿命化とかいろんな部分で検討されてるみたいなんですけれども、まず

は、計画的にやっていきたいということで、今年度はそういう部分については一切来て

ません。単純に今回の要望の方も、本当に最低限必要なものの備品の部分ですので、ま

ずは、人員をやっぱり確保するというところは、施設を運営していく上では必要だとい

うことで施設の方からお話聞いております。以上です。 

○議長（波岡玄智君） 保育所長。 

○保育所長（山口ひとみ君） 保育士の賃金について、お答えいたします。まず、へき

地保育所は、今までパートで対応していたものを、児童数の増と、あとは配慮を必要と

するお子さんもいまして、パートの時間数だけでは足りなく対応できないことから、１

名臨時保育士としたいと。常設保育所につきましては、新たに臨時保育士２名増という

考え方で計上させていただいています。代替保育士の稼働日数なんですが、代替保育士

の稼働日数は、職員が休暇をとった時などに入りますので、職員の休暇分の人数をかけ

たり行事の時とかも、園外に出たりする場合には特別に配慮したり、手当を厚くしたり

するもんですから、そういうものも見込みまして、それと茶内保育所と霧多布保育所に
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つきましては、居残りさん。時間を過ぎて、一斉保育が終了してからのところにも保育

士を配置していますので、それは増額となっています。 

○議長（波岡玄智君） 建設課長。 

○建設課長（渡邊馨君） ３点目の、水道光熱費が昨年よりも８００万円位上がってい

るその理由はという事に対してお答えします。まず８００万円の対比のベースとなる旧

保育所、面積は５０８平米、昭和４９年建設。これと今回の９８７平米を擁する新保育

所、これの対比となると、やはりこれだけの開きが出るのは当然だと考えております。

先ほど所長の方からも答弁ありましたけども、１年目で数字が見込めないということか

ら同じ再生エネルギーを利用している給食センターの電気料を参考にして今回１，４０

０万円計上したという事でございます。 

なお、先ほど話のあった地中熱ヒートポンプをつけたからこれだけ上がるということ

では決してございませんので、今までヒートポンプがなかったもんですから、それに対

する電気料は当然上乗せになると思いますけれども、それがあったから、この８００万

円上積みになったという訳では決してございませんので、よろしくお願いします。 

○議長（波岡玄智君） よろしいですか。 

４番中山議員。 

○４番（中山眞一君） １０１ページ、子供医療費につきまして、１番議員さんの質問

の中で答弁がありました３０年度でしたら、先ほどの診療所事務長からの数字細かくあ

ったんですが、例えばですけども、幼児ですと２８６人が対象者で、そのうち浜中診療

所にかかった人が３４人ってことですね。幼児の場合だったら、例えば、高校生でいく

と１６３人の内の４２名が浜中診療所にかかったと。そうすると、全く１６３人みんな

が病院にかかって、診療費もらってる訳じゃないですよね。そうすると、２，４２０万

４，０００円という数字が予算で上がってます。昨年が２，４５７万６，０００円。ほ

ぼ同じ様な金額ですけども、これ、そうすると浜中診療所がこの２，４００万のうち、

いくらかかってるのか。 

そして幼児、小学校、中学校、高校で年間でそれぞれどれだけの金額がかかっている

のか。それを教えてもらえればわかりやすいなと思うんですけども、先ほどだけですと、

ちょっと何か浜中診療所に２４．２％しかかかっていないというような勘違いの数字に

なりやすいんだと思いますので、わかりやすく教えていただければと思います。 

次に、１０５ページ、在宅福祉に要する経費の敬老祝金につきまして質問をさせてい
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ただきます。３１年度は１２４万１，０００円を予算計上していますが、対象者は、何

人なのか。ちなみに３０年度は、当初１４７万円で、補正でマイナス４３万円というこ

とでしたので、対象者何人だったのか、それも含めて教えてください。 

それから浜中町の敬老祝金は、条例の中で、満８８歳米寿３万円、満９９歳白寿５万

円。これは８月３１日現在において、満８８歳、満９９歳で浜中町に在籍している人と

いうことですが、この８月３１日という基準は何で出てきたのか、それにつきましても

教えていただけたらと思います。そして、この祝金は、町長が９月中に対象者に贈呈す

ることになっていますけれども、これは町長がみんなのところへ持って歩いているのか

どうか、その辺につきましても教えていただけたらと思います。 

○議長（波岡玄智君） 町民課長。 

○町民課長（佐々木武志君） それでは、１０１ページの子供医療費の扶助費の関係で

ございます。２，４０２万４，０００円ということでございますけれども、実績という

事で平成２９年度のそれぞれの実績について件数と金額を申し上げます。３歳未満につ

きましては、２，４２７件で４６９万９，３０２円でございます。３歳以上未就学児で

ございますけれども、２，６８０件、金額は４１７万６，５７２円となります。続きま

して小学生につきましては、２，８９６件、金額が７３１万８，２５２円でございます。 

それと中学生ですけれども、件数１，５０８件、金額は３７７万４６１円でございます。 

高校生なんですけれども、件数につきましては、１，２６０件、金額は３４３万３，４

９３円でトータルで件数は１万７７１件、金額につきましては、２，３４０万５，０８

０円となっております。 

このたびの予算でございますけれども、予算を策定する際に、１１月末に高校生まで

の対象者、こちらについては、８０５人ということで試算をさせていただいております。

こちらを用いて、推計を行いまして、３１年度の予算見積額とさせていただいていると

ころでございます。以上です。 

○議長（波岡玄智君） 福祉保健課長。 

○福祉保健課長（渡部直人君） １０５ページ、在宅福祉に要する経費、敬老祝金１２

４万円の積算根拠ですけど、本年度３１年度につきましては、８８歳米寿の方が３８人、

白寿９９歳の方が２名ということで見込んでおります。議員おっしゃるとおり、米寿の

方が３万円、白寿の方が５万円という事で合わせて１２４万円の計上となっておりま

す。 

TRIAL MODE − a valid license will remove this message. See the keywords property of this PDF for more information.



 - 38 -

３０年度の実績ですけども、米寿の方が３３名、白寿の方が１名ということになって

おります。 

それと根拠ですけども、議員おっしゃるとおり、敬老祝金条例に基づいて行っており

ますけど、基準日が８月３１日と設定しておりますけれども、９月は一般的に敬老週間

とかいろいろそういう関係のものが多く、敬老会もここに集中する、全国的にはそうい

う時期でありますので、８月３１日それを前にということで、敬老週間なりそういう前

後に合わせて祝い金をお配りしています。浜中町はずっとそういうようなやり方をして

おります。今年の３０年度の配布につきましては、副町長と私の方で、町内の部分を割

り振りまして、祝金を該当の方に届けたという形になっております。 

また町長については白寿の方のほうに予定しておりましたけれど、当日体調を崩され

まして、後日、家族の方の対応になったんですけれども、そういう基本的には町長も含

めた町の体制の中で配布をしているような状況です。以上です。 

○議長（波岡玄智君） 中山議員。 

○４番（中山眞一君） 子供医療費の扶助費。２９年度で１万７７１件、人数的には延

べ人数ですから、実人数はわかりませんけれども、だいたいこんなところで、しいて言

えば、もう一度これ、１番議員の質問の中でも浜中診療所での言われた数字の１９７名

の総金額を教えてもらえれば、その比較が２，３００万円それとの比較ができるかなと

思いますので、それをお願いいたします。 

浜中町の敬老祝い金条例の中で、対象者が３１年度、米寿が３８人で、白寿が２名と

いうことでございますけれども実は、昨年、私の町内会で、１０月に満９９歳になられ

た方がおりました。残念ながら１１月に亡くなられまして、この対象の祝い金を受ける

ことができませんでしたが、年に１回、８月３１日と期限を切ることが、果たしていい

ものかどうか、３８人プラス２名、４０名くらいですと、月に直しても３人ちょっとで

すよね。全部できまして。それで、うちの町にあります結婚祝い金、出産祝い金につき

ましても、結婚してから３カ月以内に子供が生まれまして、出産祝いにつきましても、

３カ月以内に申請してもらうということになってますよね。それは３カ月以内ですよ

ね。敬老祝金だけは、１年間８月３１日と期限を切ってます。そういう意味で先ほど私

が、私の町内会でこういうのもあったと言ったんですが、８月に生まれている人だった

ら９月にすぐ貰えるかもしれませんけど、１０月に生まれた人は、次の年の８月の末ま

で待たなければならない、そういう事がありますので総数にしても４０人くらいですか
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ら条例改正して、その歳になったらお祝いをするという事に条例改正にならないもので

しょうか。そうする事によって不合理がなくなると思うんですが、いかがなものでしょ

うか。 

○議長（波岡玄智君） 町民課長。 

○町民課長（佐々木武志君） 子供医療費にかかわる再質問にお答えさせていただきま

す。先ほど診療所事務長のほうから１９７人ということでお話がございましたけれど

も、こちらの町民課の方では、それぞれの医療機関ごとの人数というのを、先ほどもご

答弁しましたけれども、医療機関ごとに、それぞれ何人受診したかというデータ分けと

いうのは、実際のところしていないのが現状でございます。それで、今後、一つ一つの

レセプト等を確認することが必要なんですけれども、もしも医療機関別にそれぞれの医

療費を出すとしたら、そういう方法になろうかなというふうに考えております。以上で

す。 

○議長（波岡玄智君） 福祉保健課長。 

○福祉保健課長（渡部直人君） 敬老祝い金の基準日の関係ですけれども、基本的に基

準日を設けているのは１年間の分で、資格者を確定させるという作業ですけれども、実

は国の基準が、１００歳の祝金や表彰があるんですけども、それも基準日が４月１日で

あります。実際９９歳でもらう白寿の人と重なるケースがとあるのですが、その際にこ

の話になりました。なかなかその時点で、表彰者を決定するとか対象者を決定するって

いうのはなかなか難しい。その時点で１００歳になった時点で支給するっていうのは現

実的にちょっと難しいかなと思います。申請主義のものと申請をもって決定するもの

と、との違いがあると思いますので、この種のものにつきましては、基準日を明確に設

けて実際に住民基本台帳に記載されているかを基礎としてやっていきたいと思います

ので、ご理解願います。 

○議長（波岡玄智君） 課長の答弁は、そこまでだと思います。それ以上の答弁は、町

長だと思います。町長、条例問題ですから。 

中山議員。 

○４番（中山眞一君） 先ほどの子供医療費の関係ですけども、確かにそれは、そうだ

と思いますけども、浜中診療所が細かい数字を述べましたので、浜中診療所の中で、こ

の数字は捕まえてられないのかどうかってことをお聞きしてるんですけども。浜中診療

所で先ほど言われた１９７名の医療費の総額はわからないんですかって言うんですけ
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ど、それもわかんないですか。 

それから敬老祝金の形ですけれども、この敬老祝金、私も調べてみたんですが、なか

なか管内でもこういうこの祝い金を持ってる町村少ないですんで、それの比較ができな

かったんですが、これにつきましては、条例改正が絡むことですから、担当課長から答

弁じゃなくて理事者ひいては町長から、これに対する考え方を述べていただきたいと思

います。よろしくお願いします。 

○議長（波岡玄智君） 診療所事務長。 

○診療所事務長（齊藤清隆君） １０１ページの子供医療費の助成にかかわる部分です

が私、細かく人数を申し上げましたが、うちの診療費としての内訳は出ると思いますが、

この１０１ページで言っている扶助費とは全く別物ですけどもいいんでしょうか。うち

としての診療費としては出すことができますけど、今手元には持ってきていませんの

で、後日お示ししたいと思います。以上です。 

○議長（波岡玄智君） 町長。 

○町長（松本博君） 白寿の関係だけ言いますと、国の基準日があって、うちもお祝い

出さないとならないんですけども、そうなってくると４月１日で基準日がありますか

ら、うちの基準日でいくと、もし新たに誕生日がきた時にやるときに、国がやる時と浜

中町でやる時と、２つやらないとならないんですよね。国の基準日でやる総理大臣のや

つ持ってくんです。それは日付入ってますからそれはそれで出すんですけれども、今の

話でいくと、もし１００歳になった時また、うちで持っていく時に一緒に持っていくの

ですよ、白寿の時は。国に合わせて白寿ということで国でもらう時と、普通の年齢、誕

生日でもらうとしたら、２つ貰わないとならないのですよ。それ２つやるから喜ぶかと

いったら、そうでもないような気もするんですね。ただ、米寿は、それはありませんけ

ども、米寿に関しては、総理大臣からきませんから、それは町独自のものですけども、

これは、ちょっと検討させてもらいたいと思います。米寿に関して言えば。白寿はちょ

っと難しいかと。 

○議長（波岡玄智君） ５番秋森議員。 

○５番（秋森新二君） 特定疾患交通費助成の５８万８，０００円の減の理由は。また、

素朴な質問でありますが、特定疾患といいますと、幅広く難病にかかっている人という、

そういうイメージなんですが、当然難病ですから苦しい思いをしている方が浜中町にも

いるんだと思いますが、そういう疾患にかかっている方がどの位いるのかわかれば教え
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ていただきたいと思います。 

それから１０５ページの社会福祉法人浜中福祉会に要する経費１，３７１万７，００

０円。先ほど同僚の議員の９番、１０番議員の質問にもありました。２１１万円の減と

なっておりますので、昨年の１１月の段階で、入所者が４１名と思っていましたが、今

現在、先ほどのお話だと４８名ということで大変喜ばしいことだなと思っております。

１１月の段階で、介護分布度も聞いていたんですが、その当時は介護度３の入所者が９

人、介護度４が２１名、介護度５が１７名となっていました。それが、昨年の１１月の

ことですから、そう変わってないと思いますが、その事と合わせて特養希望の待機者は、

１１月の段階では３０人くらい待機している方がいるんですよ、との話だったと思って

ますが今現在、待機者がどのくらいいるか。 

それも合わせて教えていただきたいと思います。 

それから、昨年から今年にかけても、看護師募集っていうか、看護師１名募集してお

りますが、決まっているのかどうか。特養で働いている介護士さんの方で、昨年、先ほ

どの９番議員の答弁の中で、新しく入った方が去年の４月に１名、１１月に１名、１２

月２名ということで４名の方がおりました。１年から３年未満の方が４名、それから、

３年から５年未満の方が４名。５年から１０年未満の方が９人。１０年から１０年以上

の方が７名で、２８名だと思っておりますが、その辺の介護者の方々の人数はどうなっ

ているのか。それで、看護師、介護職員の方が１年から３年未満の方が２人、５年間か

ら１０年未満が２人。４名。介護士さんと看護師さんで３２名の方が働いて介護されて

いるんだと思ってますが、この辺の確認をさせてください。それから定員５０名にする

には今、言った様な３２名ですと、定員５０名は無理なんだと思ってますが、定員５０

名にするには、あと何人の介護士さん、介護士、看護師を必要とするのか。その辺も合

わせてお知らせいただきたいと思います。 

○議長（波岡玄智君） 福祉保健課長。 

○福祉保健課長（渡部直人君） まず、１０１ページ特定疾患患者通院費交通費助成に

かかわる質問ですけれども、今回の５８万８，０００円の減となっておりますけれども

平成３０年度３５名の対象者で見ておりましたけども、５名減の３０名ということで計

上させていただいております。この中のうち透析患者９名という形になっておりまし

て、うちの方で障がい者の自立支援とか医療費の方で、確認している透析患者について

は２０名。後期高齢者とかもいれて２０名となっています。通院費助成の関係でいうと、
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この方々は、自分で行かれている方ですけども、その他に社協さんに委託し、厚岸町立

病院に通っている方もおられますので、その差はあります。あと、特定疾患の中身の部

分でいうと、今お話ししました透析患者の分とかベーチェット病とか、特定難病に指定

されている病が中身になっております。それで、浜中福祉会の人数ですね。介護度３以

上の人が入所対象になってくるんですけれども、個別の介護度別の集計ができませんの

で後ほど。２月末の数字は持っているんですけれど、集計しなければならないものです

から後ほど示させていただきたいと思います。よろしくお願いいたします。 

あと、職員の構成。介護職員の関係ですけども、これについても詳細の部分で手持ち

資料がありません。全体の職員につきましては、介護福祉士１６名、ヘルパー資格２名、

無資格５名ということで、特養の職員については、２３名ということで聞いております。 

それと待機状況ですけど、現在のところ平均になりますけど、３０年度の平均で３７

名の利用待機者がいる状況になっております。入れない方が他施設とかに、入るという

こともあります。あと職員的に、ちょっと前の話になりますけれども、５０人いた時の

職員についても２３人ではちょっと夜勤の職員を回すのが厳しいというお話を聞いて

いますので、いずれ夜勤ができる介護職が増えないと、５０人に近づけられないという

実情は、野いちごさんの方で言ってましたので、具体的にシフトの関係がありますので、

はっきり何人っていう事は言えませんけど、１番多いときですと５０名いた時、臨時非

常勤合わせて２８名っていう時もありましたので、このとき常勤職員２４名いましたの

で、それまではいるのかどうかというのは野いちごさんの方で考えているという事を聞

いています。それと看護師さんは１６名います。それは確認しております。手持ちに資

料がありました。すいません。 

○議長（波岡玄智君） 秋森議員。 

○５番（秋森新二君） 最初の１０１ページの特定疾患の方で、今は３０名、うち９名

が透析されている方と思ったんだけど、透析されている方が２０名いるんですか。 

それと透析患者が何名いて透析という事になれば厚岸かなと思っていますが、この透

析以外でも特定疾病になっている方、それがちょっと理解できなかったので、もう１回

お願いしたいと思います。特養の方は看護師さん４名働いているというふうに思ってい

ますが、それは後ほどでも結構です。私もお世話になる様な場所なので真剣にならざる

を得ないんですけども、近所にも野いちごさんに入れないんだけど、どうなってるんだ

という話も再三されます。私のことも含め他人のことも含めまして、ちょっと心配して

TRIAL MODE − a valid license will remove this message. See the keywords property of this PDF for more information.



 - 43 -

るところなんですが、当然、今言った様に必要性、それから高齢化が進んでますから需

要が高まっていることはご案内のとおりでありますが、今年になってから１５年入所さ

れていた丸山散布の方なんですけど、８８歳で亡くなりまして、遺族の方も長い間お世

話になったということで大変喜んでおりました。働いている、お世話をしている介護士

さんの方のことも結構過酷な労働をされているっていう話もありました。伺っておきた

いなと思っていますが、給与の方、待遇改善、少し上がっていると思っておりますが、

介護士さんの初任給の方はどのぐらいなのか、また１０年以上働いてる方も先ほども言

いました様に１７名１０年以上が７名も働いていますから、その１０年以上働いてる方

の給料が今どのくらいなのか。伺いたいと思います。 

○議長（波岡玄智君） 福祉保健課長。 

○福祉保健課長（渡部直人君） まず初めに、特定疾患の通院費助成のうち、透析患者

さんですね。これは９名おります。残り２０名おりますので、その分が厚岸に通ってい

る方と理解していただいて結構だと思います。この中には、後期高齢者とか色々な保険

の方が様々おります。 

それと野いちごさんの部分ですけれども看護師さん３名というふうに聞いています。

あと待遇改善の部分ですけれども、去年、一部は、その特勤とかの改善とか、処遇改善

一時金という事で今年も６７万７，０００円補助で入れさせていただいてます。こうい

ったものを宿直手当とか特勤手当とかに活用して、野いちごさんでは待遇改善を図って

いるということですね。在職の方についても、こういう資金を利用して、夏場に臨時金

を渡したという話を聞いていますので、モチベーションのアップにもつながるのかなと

いうふうに思っております。 

あと初任者の部分なんですけども、手元に資料がありませんので、野いちごさんの給

与規程あるんですけども、金額を見たら、一般の介護職高卒初任給と、その部分では変

わらないのですけども、昇給、役職手当とかも含めて、給与体系の基準が定められてお

りますので、そういった中に、今回、処遇改善の資金を使って改善が図られていくとい

う様に認識しております。以上です。 

○議長（波岡玄智君） 秋森議員。 

○５番（秋森新二君） 私が調べた限りでは、あまり自信ないんですけど初任給で１４

万４，２８８円から１７万２，８００円という様な状況。そういう様な給与体系になっ

ていたと思います。浜中町の今回の給与で正看護師さんで１６万６，１００円から１９
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万３，２００円。准看護師で１６万１，７００円から１９万２００円という様な給与体

系になっているのと比べると、やはりどちらも看護師さんも介護士さんも大変な職業だ

なと思いながらも、介護士さんの方々は特に入所している方、介護度高い人もいますの

で、大変苦労されているんだと思います。そういう中での、これが正しい金額とすれば、

この１４万円台。初任給で１４万円台ですから、なかなか、そこの介護士をやって生活

をしようか、面倒をみようかという方は、ちょっとやっぱり腰が引けるような気がしま

す。できるだけ特養、この様な特殊でありますので、給与の方もなかなか上がっていか

ないっていうのも実態なんだろうと思いながらも、それを改善していかなければ、なか

なか定数５０名には達しないのかなと思っております。そこで提案でありますが、離婚

をされて子供を育てている女性が多くいると思っておりますが、この方々に公募をし

て、住宅を無償貸与し、一定の生活環境を整えて、特養で働いていただくというそうい

う考え方もあるんじゃないかと思っております。長い目で見れば、メリットがあると思

っております。またそれを、実現している自治体もありますので、この事に取り組むと

いう考え方はないかと。合わせて将来、特定１号ですか。海外からの実習生も実際に来

てるんですけれど、これ将来の話だと思いますが、当然、住居等の提供も必要となって

きますし、そういう条件が整えば海外の実習生を受け入れる、そういう考え方もあるの

かどうか合わせて伺っておきたいと思います。 

○議長（波岡玄智君） 福祉保健課長。 

○福祉保健課長（渡部直人君） 野いちごの方の給与体系の話を若干最初にお話しさせ

ていただきたいと思いますけども、野いちごの中でも、福祉会の職員の給与規程という

ものがありまして、通勤手当等も含めて、処遇の手当も含めて、結構細かくあります。

先ほど、まず住居の部分ですけども住居手当、これも支給されております。この額につ

いても例えば、月額２万３，０００円以下の家賃の場合は、１万２，０００円を控除し

た額ですので、例えば２万３，０００円の家賃の住宅に入った場合ですと、１万１，０

００円が支給されるという事で、大体半分程度、半分弱ぐらい支給されるのかなという

ふうに思っております。 

それと給料の部分ですけど、これも基本的に先ほど議員おっしゃられましたけども、

１４万台から始まって、経験年数によって、２級、３級、４級、５級、あと管理職は係

長、主任になって上がってくという形ですし、それに合わせて資格手当っていうのはつ

いておりますので、そういう体系になっております。その部分の補てんを支援金などを
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使って待遇改善しているという事になります。 

それと外国人等の部分ですけども、実習の部分で今、制度が変わってきて受け入れて

いる町村もあります。実際、道内にもありますので、野いちごさんの方でも最終的には

そういう、コミュニケーションとかいろいろな問題はあるようですけれども、その辺も

検討しなければならない事もあり得るのかなと思っております。しかし、まずある就業

交付金、就学金を使って、町内出身者で介護にちょっと興味を持っていただいて、有効

活用して介護人材の確保をしてまいりたいと思いますので、ご理解いただきたいと思い

ます。以上です。 

○議長（波岡玄智君） 他にありませんか。 

○５番（秋森新二君） 特定１号の話は、将来的には難しいんでしょうね。 

○議長（波岡玄智君） 福祉保健課長。 

○福祉保健課長（渡部直人君） まず住宅の手当の話をお話しさせていただいたんです

けど、やはり住宅確保、人材確保と合わせて野いちごでも言っていました。民家借家も

含めての確保という部分がありますので、そういう人材を安定的に使って生活しながら

確保するという意味ではそういう一つの方策かなと思いますので、野いちごさんと協議

させてもらって具体的にそういうお話また支援がいただきたいという事でしたら町の

支援の中で制度設計、直接その分に幾らっていう部分は、現実的には無理だと思います

ので待遇改善の全体の経費の中で、対応が可能であるか検討させていただきたいと思っ

ています。 

まず野いちごさんに状況を聞きながら、聞いてみたいと思います。よろしくお願いいた

します。 

○議長（波岡玄智君） 再度お聞きします。 

質疑ありませんか。 

次に、第４款衛生費の質疑を行います。 

この際暫時休憩します。 

（休憩 午後 ３時００分） 

（再開 午後 ３時３０分） 

 

○議長（波岡玄智君） 休憩前に引き続き会議を開きます。日程第２議案第２９号の質

疑を続けます。 

TRIAL MODE − a valid license will remove this message. See the keywords property of this PDF for more information.



 - 46 -

第４款衛生費の質疑を行います。 

○議長（波岡玄智君） １０番田甫議員。 

○１０番（田甫哲朗君） １２１ページの感染症対策に要する経費の検診等委託料が前

年から比べると倍以上の３２万６,０００円で前年が１３万９,０００円だったかと思う

んですけれど、この増額の要因、それと約１２３ページ斎場管理に要する経費の修繕料、

１９６万５,０００円これの内容を伺います。 

 それと１２９ページ、母子保健に要する経費の委託料の乳幼児検診等委託料の７１２

万８,０００円これは日赤病院とマタニティーアイにお願いしている各種サポートの経

費かなと思うのですけれど、産前産後のサポートケア等いろいろな項目があると思うん

ですけれども、この委託料７１２万８,０００円の各項目の件数は。今年度でなくても

３０年度の確定数字でもいいんですけれど、各項目の件数を教えていただきたいと思い

ます。 

それと１３１ページかんがい排水事業用水施設維持管理に要する経費の修繕料は昨

年から見るとかなり増えており５７９万１,０００円の修繕内容は。 

それと１３９ページリサイクルセンター管理運営に要する経費の作業員賃金、昨年度

は、確かここで２名の予算措置がされていたと思うのですが、今回１名が減なのか、２

９７万３,０００円となっており、１名減になった要因、それと業務に支障がないのか

どうかを確認させていただきます。 

最後ですけれど１４１ページ衛生センター管理運営に要する経費の修繕料５３９万

４,０００円これは、前年と比べてすごく大きな増ではないんですけど、この内容を教

えていただきたいと思います。以上です。 

○議長（波岡玄智君） 福祉保健課長。 

○福祉保健課長（渡部直人君） はじめに、感染症対策に要する経費、検診等委託料の

関係ですけれども、これにつきましては、翌年度実施いたします風疹の抗体検査の分が

含まれております。この分の増については、３９歳から５６歳までで抗体の予防接種を

しなかった世代がいます。この世代に対して、まず抗体検査をした後に抗体が付いてな

い方については、予防接種という事でやるんですけれども、まずここの部分は、その検

査にかかわる分の経費を計上させていただいております。その分が今回、増えた要因と

なっております。 

１２９ページ、乳幼児検診等委託料７１２万８,０００円の内訳ですけども産前産後
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ケア事業に関わる分と産前産後サポート事業の部分とがあり、これについては、釧路の

助産院に委託する経費と小児生活習慣病に関わる健診それと新規で産婦健康診断等の

分の委託料という事で、このたび計上させていただいております。 

実績につきましては、すみません。手元にちょっと数字がないんですけども、これは昨

年、始まった事業というところもありますけれども、産前産後利用者については、後ほ

ど資料提供させていただきたいと思うので、よろしくお願いします。以上です。 

○議長（波岡玄智君） 町民課長。 

○町民課長（佐々木武志君） 御質問にお答えいたします。まず１２３ページ、斎場管

理に要する経費の修繕料の内容について御説明いたします。 

斎場につきましては、毎年保守点検を行っておりまして、その保守点検において指摘

があった修繕についてお話させていただきます。まず火葬炉の霊台車の耐火物取り替え

につきましては２９万３,７６０円、それから２号炉煙道のレンガの積みかえについて

は２６万６,７６０円です。それから台車のバッテリー駆動の関係の整備について、２

１万６,０００円。それから、化粧扉がございますけれども、こちらの整備につきまし

て２５万９,２００円です。これらを合わせまして１３４万５,６８０円となっておりま

す。それ以外の修繕は炉の前のホールなんですけれども、ちょうど台車を置いて火葬に

入っていく前に、皆さん集まるホールのところがガラスブロックになっているんですけ

れども、そちらに風が吹きつけをしますと、雨が入ってくる状態です。それで、外部の

方から今後ひどくならないように、防水加工だとか、そういった修理を行うのが５８万

４００円でございます。以上でございます。 

続きまして１３９ページのリサイクルセンターの賃金の関係でございますけれども、

議員おっしゃいますとおり、２名分が１名分ということで、こちら予算化しております

のは、２名臨時職員で雇用していたんですけども、１名が退職されます。残った１名に

つきましては、嘱託職員としての任用を考えておりまして、補充１名につきましては、

再任用職員で対応させていただきたいというふうに考えているものですから１名分の

予算措置ということでございます。 

それから１４１ページの衛生センターの修繕料の内容でございますけれども、こちら

については、遠心分離器の修理、それからコンベアチェーンの補修でございます。こち

らについては、遠心分離器の補修につきましては、２４２万２８０円、それからコンベ

アチェーン交換補修につきましては２７５万２,９２０円でやらせていただきたいと考
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えております。以上です。 

○議長（波岡玄智君） 水道課長。 

○水道課長（高野薫君） それでは１３１ページ、かんがい排水事業用水施設維持管理

に要する経費の修繕料の５７９万１,０００円の内訳でございます。５項目ほど大きな

ものがございまして、まず一つ目から西円朱別新浄水場の３号送水ポンプの分解修理こ

れにつきましてはポンプより異音が発生しておりまして、故障の前兆と見られることか

ら、分解修理をするものでございまして金額が２５１万９,０００円。 

二つ目が同じく新浄水場の曝気送水機ナンバー２というものなんですがこの分解修

理、これも同じく軸受けより異音がしておりまして故障の前兆とみられることから分解

修理をするものでございます。金額は、１１６万６,０００円でございます。 

三つ目、同じく新浄水場中混和槽攪拌機減速機分解修理で同じく回転軸ベアリングよ

り異音がしております。これが金額が５２万８,０００円。 

四つ目、同じく新浄水場無停電電源装置取り替え修理これは、ＵＰＳと言われるもの

で停電時緊急時に電源を供給するバッテリーでございます。これは交換時期が４年でご

ざいまして交換時期にきております。金額が９１万３,０００円、最後は同じく１号取

水施設施設のＵＰＳ装置の取り替え修理、これも金額が１６万５,０００円でございま

す。 

最後になりますが、その他緊急的に設備等の修理があった場合に対応するために、５

０万円を計上しております。 

合計で５７９万１,０００円でございますので、よろしく御理解いただきます。 

○議長（波岡玄智君） 田甫議員。 

○１０番（田甫哲朗君） まず１２３ページの斎場管理に要する経費の修繕内容は、わ

かりました。若干、関連になるんですけれど以前４番議員からも、指摘があったかと思

うんですけれども二つあるうちの両方とも大きさが同じで、ちょっと大きな棺になる

と、入らないっていうようなことが以前にもありましたし、僕の聞く範囲では、昨年度

もそういう事例が出て、大変苦慮したというような話を聞いております。その度に前回

の場合は、葬儀屋さんが、何とか対応されたような話を聞く中で、例えば火葬炉をもう

少し大きくするにあたってどんな方法があるかっていうのは検討されたことがあるの

かなと。要は、全て取り替えないとならないのか、それとも、多少、金額がかかっても

そこまでいかないで、対応する方法があるのかどうかという事について、伺っておきた
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いと思います。 

それと１２９ページの母子保健に要する経費これも後で細かい資料出していただく

のですが、聞きたいのは各項目において、個人負担があるもの、また、ないものもある

のかなと思います。それで、そういういろいろな項目がある中で、母子手帳を発行する

際に、そういう各種サポートあることは当然と周知はされているのだと思いますが、例

えば今言ったような内容も含めたパンフレットみたいなもの、あるいは口頭じゃなく、

要は資料として示してこの様なサポートをやっていますよという周知徹底はされてい

るものなのかどうか、２点伺っておきます。 

○議長（波岡玄智君） 町民課長。 

○町民課長（佐々木武志君） 御質問にお答えいたします。斎場の火葬炉は今現在、１

メートル９０センチの身長の方、それをオーバーすると、収まり切れないという事で数

年前にも、実は地域の方からもそういう話をいただいて、その後、改修方法といいます

か、できるのかできないのかということで、火葬炉の方と、台車の方は、ちょっと非常

に難しいと、非常に費用がかさむということで原課としてとらえております。火葬炉に

ついては改修するとなると大規模な改修になるものですから、今後の対応方法は、火葬

にこられる際に葬儀社さん等と細かく常々情報交換しながら、１回１回火葬業務にあた

っているわけではございませんけれども、そのあたりをしっかり把握して、もし対応で

きなければ、例えばですけれども、厚岸町の方は２メートルの方まで受け入れできるも

のですから、そちらの方を使っていただく等の方法で対応していこうというと担当課と

しては考えていたところでございます。以上です。 

○議長（波岡玄智君） 福祉保健課長。 

○福祉保健課長（渡部直人君） １２９ページ、乳幼児検診等の委託料の再質問にお答

えいたします。まず産前産後サポート事業委託料ということで、年間１０８万円、今年

度計上させていただいていますけども、古い資料になるんですけども手元にありまし

た。２９年度では、相談者来庁で２名、電話で１１名、メールで２名ということで、こ

れは、助産院のマタニティアイの方に相談をしてます。 

中身といたしましては、この事業については、妊娠期から出産後の心身の不調や育児

不安等を抱える保護者の家庭に対しての必要な相談支援ということで、育児の関係の産

前産後の悩みをこういう部分で聞いていただくと、町の保健師等も行っておりますけど

も、そういう部分で委託しております。 
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あと具体的に産前産後サポートですけれども、この部分につきましてもケアの部分で

実際、今年度の部分で言いますと９月までの実績なんですけども１名宿泊型を使ってい

る方がいますので、その方の分があります。２９年度につきましても、産前で６名、産

後の宿泊型で１名ということで７名の実績があります。 

それと周知方法ですけれども母子健康手帳の交付窓口、福祉保健課に来た際には、こ

の各種事業、浜中町でやっている産前産後のケアの部分と通院の交通費の助成等の制度

も含めて乳児健診等を今後の一連の流れについて御説明させていただいていますし、新

規の部分についても簡単な冊子だったと思うんですけども、お配りしてたなと、メモ等

で渡していたと記憶しております。また自己負担なんですけども産後ケアとかいう形で

委託料をそれぞれ計上させていただいてますけども例えば産前産後のロングスティの

分ですと５人分の予算を組んでますので自己負担は、なかったと記憶しております。 

○議長（波岡玄智君） 田甫議員。 

○１０番（田甫哲朗君） まず火葬炉は、前回そういう事があって改修にどれ位かかる

かっていうことを調べて聞いてみた、この大規模改修になるということで、なかなか対

応が難しいから、当面は厚岸町の協力を得ながらというお答えだったと思うんですけれ

ど実際、改修にどれくらいかかるかという金額が出てるのかどうか。 

それと改築等に合わせて改修し、それまでは、今言ったような対応を取りますよとい

う事であれば納得できるが、前回調べた改修等の金額が分かるのであれば後ほどでも構

いませんので教えてください。 

それと乳幼児健診等委託料については、今お伺いしただけでは把握できないです。例

えば今の周知方法一つにとっても、私が聞いているのは、内容が書いてあって、こうい

う支援がありますよっていう事をお渡しして、その周知をしてるのかなっていう認識が

あるんですけど、今、メモみたいな話が出ましたがメモでは、ちょっと不備だろうと思

う中で自己負担はないという答弁だったかなと思うんですけど、いやそうではないよう

な気もするんで、これも後ほどで構いませんけど、パンフレットみたいなものがあるん

であればそれも資料として出していただければと思います。以上です。 

○議長（波岡玄智君） 町民課長。 

○町民課長（佐々木武志君） 斎場の改修の関係ですけれども細かな見積もり等までは

とってございません。ですけれども、おおよそこのくらいかかるというところは後ほど

お伝えさせていただきたいと思っております。以上です。 
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○議長（波岡玄智君） 福祉保健課長。 

○福祉保健課長（渡部直人君） すみません。自己負担の分ですけど資料がありました。

個人負担ですけども産後ショートで１,５００円。産後のロングで２,２００円。宿泊型

で３,４００円という額になっております。 

また議員仰せられました周知方法は、私、詳細な中身を確認しておりませんので、後

ほど確認してお示ししたいと思います。よろしくお願いします。 

○議長（波岡玄智君） ９番川村議員。 

○９番（川村義春君） １３３ページ環境政策に要する経費の委託料であります。これ

については昨年もお聞きしておりますけれども、湿原モニタリング調査委託料でありま

す。この事については、町長の執行方針１３ページにも記載がありますけれどもエゾシ

カの食害防止調査ということで、今年が２年目ということです。３年間、実施するとい

う様な内容になっているかと思いますのが今年の調査は、１６万８,０００円減の６７

万６,０００円で行なうのですが、具体的な内容について、お知らせいただきたいのと

去年の実績も、もう出てるのかなと思います。それらも含めて単年度ごとの調査の実績

は、町の方に報告されているのかどうか、または、今年度の調査を行い、３年まとめて

一括報告されるのかどうか。また、これについての公表はどういう形でされるのか。湿

原の中の１番大事な部分、要するに、第１種になる訳ですか。１番大事な部分。そこに

は普段、人が入れなく環境省の許可を得て入る訳ですから、これは環境省の方に直接、

資料として渡されて環境省がその食害に対してどういう対応をしてくるかっていうこ

とになってくると思うんですけども、今回、浜中町が３年間調査をするっていうことは、

そういった見返りみたいなもの、その食害から守るために環境省がやってくれることが

見込めるのか。見込めるものとして調査をしていると思いますので、その辺についてど

ういう成果があるのかお答えいただきたいと思います。 

それから１３７ページじん芥処理に要する経費の委託料の可燃ごみの焼却委託料で

ございます。これは４,２４２万３,０００円という事で前年対比で３８万９,０００円の

増でありますけれども昨年はトン当たり２万３,８６８円、焼却灰については、トン当

たり５,４００円という説明がありました。今年度は、事業費調べの説明では１７００

トンを運ぶ予定ですけれども、具体的な積算根拠、これについてお知らせいただきたい

と思います。 

それから１４１ページ、し尿処理に要する経費の負担金、補助及び交付金の合併浄化
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槽設置事業補助の５６０万円、前年同額でありますが、これは、下水道区域以外の地域

に対して設置をするということで、本当に環境、をよくするということで大事な事業だ

なっていうふうに思ってます。それで５人槽が２基、７人槽が４基ということですが具

体的な設置場所、既に要望があって予算化したものというふうに私は思っていますが、

突発的な部分で、それを見込み計上っていう様な事もあるかもしれませんが、どちらな

のか、具体的に決まっていればその地域名を教えていただきたいです。以上です。 

○議長（波岡玄智君） 企画財政課長。 

○企画財政課長（金澤剛君） １３３ページ環境施策に要する経費、委託料の湿原モニ

タリング調査委託料、私、去年、間違って言った部分があるんですけど、文科省でござ

います。環境省ではなく。天然記念物ですので天然記念物内の立ち入りは文科省になり

ます。これ調査するにも文科省に申請して立ち入りの許可をいただいております。まず

実績の報告という事ですけれども単年度ごとで、今年度これから御報告いただける予定

でございます。当然３１年度も、その報告については３月ということで予定してござい

ます。調査の内容ですけれども昨年との答弁と重なりますけれども今議員おっしゃった

とおり大事な湿原ということで、その植生を調査して、きちんとしたデータのもと、国

がそれならという事で認めてくれる様なデータを収集して貴重な自然、霧多布湿原を守

る方策でこういう調査をするだけでも立ち入りの許可が必要でございます。これから対

策するとなると、もっと許可が強くなるのかなっていうふうに思っておりますけれど

も、そういった対策ができる様に許可を出していただける根底の基礎となる、そういっ

たものを国の方に示せるデータ取りということで考えているところでございます。 

 それと公表でございます。単年度ごとで３年間の計画ですので、総体では３年まとめ

て公表することになろうかと思いますけれども単年度ごとに一部分でも成果出てきま

すので、例えばですけど、柵で囲っていますので中と外でこれだけの植生に被害があり

ましたよっていうようなことをホームページに載せたりとか、あるいは町広報誌でそう

いった写真を掲載する事も考えているところでございます。以上です。 

○議長（波岡玄智君） 町民課長。 

○町民課長（佐々木武志君） １３７ページ、じん芥処理に要する経費の可燃ごみ焼却

委託料の積算根拠についてお答え申し上げます。根室市への委託料になりますけれど

も、トン数と単価については、３０年度、３１年度、同じ金額という事ですので、全く

変わりません。ただ１０月に消費税、増税になりますので例えば可燃ごみ処理委託料の
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単価２万３,８６８円が２万４,３１０円、それから焼却灰の処理委託料の単価について

は５,４００円から５,５００円になるという事で、その分の増になっているところでご

ざいます。 

それから１４１ページの合併浄化槽の関係は、５人槽２基、７人槽４基という事で、

要望なのか、見込み計上なのかっていう事でございますけれども、こちらについては、

見込み計上となってございますので、御理解いただきたいと思います。 

○議長（波岡玄智君） 川村議員。 

○９番（川村義春君） １４７ページは了解です。１３７ページの可燃ごみ焼却委託料

でありますけれども契約は、昨年と同じだっていうことで１０月からの消費税分がプラ

スになったというだけの話ですよっていう事なんですけれども、単年度契約っていうこ

とでお話をしておりましたけど、複数年の契約というのは、考えられないんでしょうか。

例えば５年ごとに見直すとか、根室市の焼却施設の改修時期が来るよといった場合は、

当然単価なども上がってきますよね。だから、そういうのを見越して当面なければ５年

契約にしましょうだとか、町の負担も意外と少なくて済むのかなっていう感じも受けて

るんですよ。浜中町のごみがなければ根室市の方も困る訳だし、相互に利害関係ありま

すけども、そんなこと考えられないかどうか、その辺だけお聞きしておきたいと思いま

す。 

それからモニタリング調査の関係ですけれども、単年度報告になるから単年度ごと

に、公表もできるよっていうことですが、植生の調査ということは、シカの被害ですよ

ね。食害の調査が主ですよね。植生の調査だけだったら、この囲ったエリアにどういう

植物が生えているのかっていう調査も兼ねて、それらのものがシカにどれだけ食われて

いるのかの調査かなと思っていたので、その辺をきちっと確認をしておきたい。 

また私は、天然記念物の中ですから環境省だと思っていたのです。しかし文科省の範

疇で許可をもらって入り調査をするっていうことですけども私は、シカの食害から貴重

な湿原を守っていくのは、環境省かなって思っているんですよ。それで先ほどの話で、

それを守るための対策として、環境省なり文科省から何か支援策が何かあるんじゃない

かな、メリット的なものがあるから調査をしてるんだと。その辺を教えてください。 

○議長（波岡玄智君） 企画財政課長。 

○企画財政課長（金澤剛君） ただいまの再質問ですけれども、議員おっしゃってる植

生調査ということで、どれだけ食害があるのか、柵で守られているところと守られてな
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いところを比べてデータ取りをして最終的には、天然記念物、国の所管が環境省じゃな

くて文科省なんですけれども、天然記念物を守る方策としてデータ取りをさせていただ

きたいなと。それに基づいて、国の方から助成いただけるものなのか、あるいは、助成

を求めるものとして、はっきりしたものを示したいと考えているところでございます。

植生調査ですが実際、場所はどこに設置されてるとかは言えませんけど、自動撮影のカ

メラも湿原内に設置する予定でございます。場所は、控えさせていただきますけれども、

そういった事で実際にシカがどれだけいるのか、その囲った所はどうなのか、それに基

づいて当然、天然記念物ですから、どこにでもあるものじゃないですよね。霧多布湿原

だから天然記念物であるという事でありますので、それを示して町で何かを対策をする

ために、その助成ですとかそういったものまで求めていきたいなと思います。今のとこ

ろ入るにも許可ということで、助成とかはないのですけれども要は、そこら辺まで今後

きちんと国の方にも求めていきたい、その様に考えているところでございます。 

○議長（波岡玄智君） 町民課長。 

○町民課長（佐々木武志君） １３７ページの根室市への委託料の関係の再質問につい

てお答え申し上げます。議員おっしゃられますとおり単年契約ではなく例えば５年なり

の複数年契約という事でございますけれども今回は、２９年度、３０年度は、同じ単価

でいくと契約上は、単年でやっておりますけれども浜中町の根室市へのごみの搬出量も

ほぼ横ばい。ただ根室市の焼却場につきましては、相当な額、２億円以上の維持補修が

かかってきている状況もございます。その中で契約の関係について当面は、こういった

事務サイドの協議を経て単年ごとの単価設定ではなくて例えば、今回のように２年ごと

の設定している様に状況を見ながら２カ年契約なども一つの方法なのかなと考えてお

ります。 

○議長（波岡玄智君） 川村議員。 

○９番（川村義春君） 今のごみの関係については、そういう方向で検討して根室市と

打ち合わせしながら両方合意できる様に進めていただきたいと思います。 

それと湿原の調査なんですけども天然記念物は、本当に貴重な資源だと思います。大

正１１年ですか、指定されたのが８０３ヘクタールある訳ですから、広大な湿原を守る

のは、浜中町の財産なんですよね。だからそういった意味で課長の言われた様に湿原を

守るために調査をして、その調査の結果に基づいてこの自然を守るための施策に対して

補助金なりをもらうという事で、ぜひ頑張っていただきたい。３年後にまとめて報告さ
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れるのであれば町民に対しても、きちんと報告するという事をぜひ、やってほしいと思

いますが、その辺だけ答えていただきたいと思います。 

○議長（波岡玄智君） 企画財政課長。 

○企画財政課長（金澤剛君） ３年の調査でございます。単年ごとの報告もいただく事

になっていますので、その時々でお知らせするのは当然ですけれども、その３年の成果

がまとまりますので、その３年の時には、単年をを手厚くした様な形で御報告できるよ

うに考えているところでございます。 

○議長（波岡玄智君） ６番成田議員。 

○６番（成田良雄君） １点質問します。１２７ページの母子保健に要する経費の１２

９ページ、２０節扶助費の検診等助成でございます。 

まず健診の助成をする項目を説明願います。その中に入ると思いますけども、先の町

長の執行方針の中で、子育て支援、母子健康等についての中で新たに、産婦健康診査に

係る費用の一部助成や、新生児の聴覚検査の全額助成を実施してまいりますと、この様

に述べられました。その産婦検診費用はどれ位か。また、どの位の割合で費用の一部を

助成するのか。新生児の聴覚検査の全額を助成となっていますけれども、この検査の内

容をわかりやすく説明をお願いしたいと思います。 

○議長（波岡玄智君） 福祉保健課長。 

○福祉保健課長（渡部直人君） １２９ページ母子保健に要する経費の検診等助成 

の検査内容について御説明いたします。妊産婦の健康診査助成ということで、２名分、

妊産婦の超音波検査助成金ということで、これも２名分、マタニティーアイの助成に２

名分それと妊産婦の交通費助成ということで行っております。これについては、妊婦さ

ん５５名分の１回３万円ということで見込んでおります。 

それと不妊治療費助成ということで５人分を見込んでおります。 

それと新規になりますけれども、新生児の聴覚の検査助成ということで５５名、出生

見込みの分５,５００円を見込み計上させていただいております。 

それと妊産婦健康診査助成という事で主に道外の里帰り出産の方々への助成という

１０人分の２回分を１件当たり５,０００円を見込んで１０万円を計上させていただい

ております。新生児聴覚検査の内容ですけれども、聴覚障害の早期発見と早期療養をす

るため言語の発達等の部分に影響があるという事で、このたび全額助成する事にしてお

ります。国の方では交付税措置という事になっておりますけれども、この検査内容につ
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いては、概ね生後３日以内に行うことが望ましいとされていますけども遅くても生後３

カ月までに実施するという事になっていますので一般的には１カ月健診時に実施する

という形になると思います。生まれて退院時までにできる方と１カ月健診でやるという

方が２通り出てくるのかなと思っております。以上です。 

○議長（波岡玄智君） 成田議員。 

○６番（成田良雄君） ある程度、了解しました。新たにこの度、町長の執行方針で助

成が始まりますので、今の内容を該当者及び住民にどの様に周知をしていくのか、また、

できれば、これは聴覚ですけど、目の方も検診する時の助成を将来的にしてもらいたい

なと思います。 

○議長（波岡玄智君） 福祉保健課長。 

○福祉保健課長（渡部直人君） 検査の助成内容の周知ということですけれども、対象

者が赤ちゃんですので、基本的に母子健康手帳を貰いに来る時とか、あと１カ月以内に

は保健師訪問しておりますので、こういう制度がある周知と、受けましたかっていう確

認と乳児健診時にも確認する機会にはなると思います。また目の方については、現在と

ころは国の制度になっておりませんので、国の動向も踏まえながら健診が具体的に項目

として出てくれば町としても積極的に対応して参りたいなと思っております。以上で

す。 

○議長（波岡玄智君） １番加藤議員。 

○１番（加藤弘二君） ２点について質問します。１点目は１２５ページの歯科診療所

に要する経費です。実際私、今、歯科診療所にお世話になっておりまして火曜日の午後

と木曜日の午後、２時半からだいたい受付は５時半までですけど混んでおりまして１番

最後の方は、火曜日も木曜日も６時半位まで、かかっているという現実があります。そ

れで看護師さんは、４人ほど、それから先生は御夫婦２人で診てくれています。我々は

午後から２日間なんですけど、歯科の先生たちは月曜から金曜まで茶内で治療してそれ

からあと２日間だけ霧多布で診察をするということで、歯を抜く時は、やっぱり非常に

痛いのですけど抜いた後は、行くたびにどんどん義歯を作って入れていくんですけども

通うたびに歯の機能をきちんとやっていただいて本当にありがたい。週２回ですけども

来てくださってるという事で感謝しております。医師がこんなに一生懸命やっても、や

はり５日間が、浜中に通ってきて多くの患者を次から次と見てですね、緊張の中でやっ

て、それで、大変骨を折らせているような感じがしています。そういうことからここの
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項目では、毎回出てくるのは、代わりの医師を探しているのか。何の医師でもそうなん

ですけどもへき地、辺地にやって来る医師を見つけるのは、大変だなっていうのはわか

るんですけども、このまま今、茶内から通ってこられる先生が来て、何年になりますか

ね。３年位になるのでないかなと思うんですけど、そういう中でやっぱり無理をさせる

ということは、茶内の方の患者さんたちもいろんな方面から来てると思うし、ここの霧

多布の診療所も本当にこのエリアの端から端までの方が見えております。そういう点

で、どんな働きかけをして、歯医者さんが来られるように努力してきたか。 

それから、この件で今年は何かいい知らせがあるのかどうか、その辺のところの報告

をお願いしたいと思います。 

２点目は１３９ページの最終処分場のごみ焼却に係る備品の購入で、６,４６３万２,

０００円っていうのがありまして議案関係資料によりますと、ものものしい題名がつい

ておりまして戦車のような自走式榴弾砲みたいな感じで、それが二つの軸、二軸せん断

破砕機ものものしい名前なんですね。それを１台購入するというのです。この自走式の

せん断機は、最終処分場の埋め立ての場所、あるいは、それよりずっと上にあるリサイ

クルや生ごみの貯める場所もあったり、それから奥の方に行くと廃財などを置いている

場所もあるんですけど何でもかんでも固いものをガリガリ破砕していくこの機械は、ど

こに置かれて主にどのようなものを、破砕していくのかということの説明をお願いした

いと思います。 

○議長（波岡玄智君） 福祉保健課長。 

○福祉保健課長（渡部直人君） １２５ページ、歯科診療所に要する経費の全般的には、

歯科診療所の医師確保っていう話だど思います。現体制は、茶内歯科診療所、浜中歯科

診療所は、林医師に両方とも委託しているところです。この体制なってから３年目にな

っておりますけども、火曜日と木曜日は、議員おっしゃられたとおり、実質１４時３０

分から夕方、やっぱり結構遅くまで電気ついてますんで、診療は６時過ぎまでやってい

るような状況になっております。この間も議会等でもお話しさせていただいております

けども、現状では林医師が確保に動いていただいております。釧路管内、根室管内、札

幌方面を含めて医師を探している状況です。なかなか定住して診療に当っていただける

お医者さんがいないっていう状況になっております。札幌の大学などにも声をかけてお

りますけれど、定住して診療するという話までにはなっていないです。方法として釧路

あたりから出張医はどうかという声のかけ方とかもしているようなんですけども、実現
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しないというのが実情です。町民の皆様には本当に御不便かけているところですけれど

も、医師確保というのは本当に歯科医も同じように難しい状況が続いていますけれど

も、当面、今医師確保に動いて、医師の確保について目途がつかないという状況になれ

ば広報をしても、きっとなかなか来ないんじゃないかと林医師は、言っておられました。

特に、地方で現実的にこちらの方の患者さんの数で言いますと、茶内歯科診療所では１

日４０人前後のにもなりますし、浜中歯科診療所は半日ですけども２０名、予約制でほ

とんど埋まってる状況でありますけれども、場合によっては茶内まで行っているという

実情もあるようですけれども、医療体制を整えるのが大変な状況となっております。引

き続き、医師確保に向けて先生と連携しながら、募集の仕方も含め、やっていきたいな

と思っているところです。以上です。 

○議長（波岡玄智君） 町民課長。 

○町民課長（佐々木武志君） １３９ページの施設用備品購入費、自走式２軸型破砕機

の御質問にお答えいたします。 

まず破砕機をどこの場所に置くのかという御質問でございますけれども、今現在、リ

サイクルセンターのもう少し奥のところ、粗大ごみ等を置いている所に平成１０年度に

購入した自走式の破砕機があるんですけれども、こちらの機種を更新するということで

ございます。実際に何を破砕するかは、主に粗大ごみを破砕します。これには理由がご

ざいまして、根室市で粗大ごみや可燃ごみを焼却する際に破砕をかけて、根室市に搬入

するということが条件になっております。また、実際に最終処分場のごみを常に置かな

いという延命化と、また作業している職員の負担軽減にもつながるものですから、そう

いうことで今回整備させていただきたいと考えております。 

○議長（波岡玄智君） 加藤議員。 

○１番（加藤弘二君） ３年にかかってなお、来てくれる人がいない。ハイツ野いちご

の介護士さんを集めるのにいろいろ条件をつくって呼びかけて、私の想像以上に早く介

護士のヘルパーの方がこられた。そういう実績から、やはり、普通の募集の仕方プラス

αで何かいい案を作って、こういう待遇を保障しますとそういうものをつけて募集した

らいかがかなと思います。やっぱりお金ですよね。１年間、勤めてくれたら１００万円

は貯金しておいてあげますよ、２年間いたら２００万円は、貯金してあげます。その様

な普通の医師を要請するときの賃金のほかにそういうお金をお礼としてさしあげます。

それが２０年いてくれたら、どれくらいになるんでしょうかね。その様なお金で釣るの
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もなんですけども、やっぱり多少我慢して来てくれる上で２０年いたら、これだけの財

産を貯めて、また札幌あたりに入る事ができます、みたいなそろそろそういう条件をつ

けて、来てくださる様に考えるべきだと思いますが、町長の考えをこの際、聞いておき

たいなと思います。 

 それから粗大ゴミの関係で置く場所だとか、それから、古くなった自走式の物を更新

するのに買うっていうのはわかりました。それで関連してもう一つこの件について質問

しますが、私は貯まった紙類だとか新聞類だとかを貯めといて１カ月に１回は、行って

いるんです。その度に年間通して今まで働いていた人がいなくなったり、あるいは新し

く入ってきたり、それは陰の方で働いていた人が表に出てきて、表で働いていた人が陰

の方に行って働いていたりするかもしれませんけれども、労働者不足の中で、人員が減

るという事は、大変な話ではないのかなと思うんですが、そういう雇用関係で現在悩み

はないのかということを、つけ加えて質問します。 

○議長（波岡玄智君） 福祉保健課長。 

○福祉保健課長（渡部直人君） まず支援の部分で言いますと、歯科診療所については、

歯科診療業務委託ですので、委託の方に支援金を払うというのは形態からすると、なじ

まないかなと事務的には思っています。ただ、実際、町としては、人員を確保するとい

う事は、当然、浜中歯科診療所単体でやるとなると人員の配置の関係とか、いろいろ考

えなければならないし、違う側面もありますので現行の林歯科医師を中心にし歯科診療

所を回していただくというのがベストかなと考えると林歯科医師に業務できる医師を

探していただいて、先生の雇用の中で診療を続けたほうが費用的な部分と安心して長く

いられるという体制ができると思っております。別に新たにお医者さんを確保するとな

ると、新たな人員や施設の費用負担も増えるかなと思っておりますので、当面は林医師

お願いし、結論は出てまいせんので、もう少し探していただく形で引き続きお願いして

いきたいなと思っています。以上です。 

○議長（波岡玄智君） その事を聞いているんじゃなくて新たに例えば１００万円ずつ

積み上げてトータルしてとうなりますかと、その方法はどうですかと聞いている訳だか

ら何回も同じこと言わないで、新しい問いかけをしている訳だから、それに対して答え

てください。できないならできないと。できないならこういう理由で考えておりません

と。そういうことでいいですから。 

○福祉保健課長（渡部直人君） 失礼しました。医師の就業交付金とか、そういったイ
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メージかなと思いますけれども現状では、考えていないところであります。先ほどお話

ししましたけど委託業務の中で先生に歯科診療所を任せている状況ですので、浜中町で

は、医師の確保に対しては、その様な制度を検討する考えはありません。 

○議長（波岡玄智君） 町民課長。 

○町民課長（佐々木武志君） 再質問にお答えします。人員が減ることで雇用関係にお

ける悩み等はないかという御質問でございますけれども今現在は、本町の衛生施設、じ

ん芥焼却場、それから最終処分場にしても人員は確保できている状況にあります。ただ

昨年ですけれども一時期、人員が減ってですね、大変な時期もありました。衛生施設に

は、大型車両の特殊免許を持っている、作業員が勤務している訳でございますけれども、

やはり今後、悩みといいますか、人手不足に対応するためにもし、職員がやめるという

ような場合について、迅速に対応できるかという不安があるところですので御理解いた

だきたいと思います。 

○議長（波岡玄智君） 加藤議員。 

○１番（加藤弘二君） ３年たっても現状はなかなか変わらないと。これは林先生にま

たお願いして４年なり５年なり、このままいっていいのかどうなのかっていう、私の心

配があるんです。先の労働条件からしても、そういう点からすると、私は、勤務体制と

いうのが異常でないのかなと思うんですよ。ですから私は委託契約を結んで、浜中町が

そういうことをやってきたんですけど今のその時点で林先生と相談して、どういう条件

だったら、医者は来るのかとか、そういう事を新たに話をして何とか来てくれるような

条件を第一に考えて、今までの委託業務から抜けて本当に来てくれるような条件を決め

て、それでやってみようじゃないかっていう話し合いをする、私は今、そういう時期に

来てるんではないのかなと思うんでね。考えるべき時に来てるのではないかという事を

最後に質問します。 

○議長（波岡玄智君） 町長。 

○町長（松本博君） この３年間、林先生は、探してたんです。まだ探しているんです。

でも、もう限度来てるんですよ。多分、いないという事なんで。もし、それで結果的に

そういう状況の中で、先生の方であきらめたと。なったときには今度は町で探さないと

いけない。先生が探して見つからないところで、今度は町が出てきて、公募して、やる、

これは次の手だと思っています。ただ前段で言いましたけど先生が探してて、見つから

ないという状況からすると町で探すのも厳しいかなと思っております。そういう意味か
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らするとまた、林先生も含めて探し方も含めて、それといなかったらいないなりに今の

体制を引き継がないとなりませんから、その辺含めて検討のやり方が少し変わってくる

と思いますけども、私どもも今度必死になって探さないといけないという状況になるか

もしれない。その時は、また議会の皆さんと相談していきたいと考えています。今は３

年間林先生がやってみて厳しいんだろう、厳しい状況でいますから、そのあとを受けて

だったら相談していきたいと考えています。以上です。 

○議長（波岡玄智君） 他にありませんか。 

４番中山議員。 

○４番（中山眞一君） １１９ページ、広域救急医療対策に要する経費の負担金釧根広

域救急医療確保負担金発行負担金１４９万３,０００円。昨年と同じ金額ですけれども、

これは、ドクターヘリの負担金かと思いますけれども、１５０万円位のことでもってド

クターヘリがうちの町にも来てくれるようになっていて、大変嬉しい事だと思いますけ

れども、これは年間どのくらい来ているのか。この数を教えていただければと思います。

２８年、２９年の実績、それから３０年の見込みを教えていただければなと思います。 

同じページの厚岸郡広域救急医療体制負担金、これは厚岸の町立病院が行う救急医療

業務の収支不足額を浜中町が負担するものだと思いますが、１,８１５万１,０００円で

昨年よりも約３００万円弱増えてます。これらの計算根拠は、２９年度の実績に基づい

て３１年度の負担があると思いますが、増の要因は何なのかそして、夜間、土曜休日に

受けた浜中町の住民の数は２９年度実績でどのくらいの人数なのか教えてください。 

○議長（波岡玄智君） 福祉保健課長。 

○福祉保健課長（渡部直人君） １１９ページ、広域救急医療対策に要する経費の負担

金、釧根広域救急医療確保負担金１４９万３,０００円に関連する質問ですけれども、

ドクターヘリの２９年度実績申し上げますと２９件、２８年度は１９件ということにな

っておりますけれども３０年度についてまだ実績が出てませんので、年度が終了してか

ら報告来ることになっておりますので、数字押さえておりませんので、御了承願いたい

と思います。 

それと、その下の厚岸郡広域救急医療体制負担金に１,８１５万１,０００円。２９２

万７,０００円の増の主な要因ですけれども、この負担金につきましては、厚岸郡にお

ける救急医療体制を維持するため厚岸町立病院の救急医療業務の運営に要する収支不

足額の分担金として２町が協議して２８年度から一部負担している形になっておりま
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す。平成３１年の負担金算定に当たりまして２９年度の収支不足額の提示がありまし

た。その額が当初６,７９９万５,０００円。この額が厚岸の要は赤字額です。この主に

増えた要因ですけれども、人件費４１４万１,０００円の増と診療報酬が４７４万９, 

０００円の減となったということで、収支不足が８２９万円増えたという説明がされて

おります。人件費増えた分は、特に医師ですね、休日等の医師が出張医で対応しており、

常勤の医師が対応できないということで、増えている要因です。診療報酬の減について

は、実は浜中町の診療報酬の減の要因ですけれども、浜中町の３１年度を先に言います

けども救急夜間休日かかった人は４３５人、前年の２８年度実績に基づくものですと４

３６人ですので１人減ってる様な形になっているのですが、実は厚岸町が、２８年度の

実績で１５２０人が１２１７人と、いうことで、３０３人減ってます。この要因によっ

て医療収入が減ったとことによって赤字が増えたという説明がありました。 

それで今回の積算ですけれども、収支不足額の６,７９９万５,０００円、これに対す

る１回目の負担金の提示がありました。１,１５１万４,０００円という額が示されてお

ります。これ両町の協議で積算した方法、２０％の人口割分と、救急患者割８０％ので

計算したら１,９５１万４,０００円という額が出てきましたけれども、この増えた要因

の主なところは、人件費分については、固定経費ということで両町が当然負担していく

べきものであるということで認識しておりますけれども、厚岸町の患者さんが減ったこ

とによって浜中町がその赤字の分をかぶるということが、実際、ありますので、その収

支不足分、今回でいうと、４７４万９,０００円については、この分から控除するとい

うことで、両町で協議を行って、６,３２４万６,０００円、この額を両町で負担してい

くという事で決定しております。赤字の増えた要因は厚岸町さんの患者が減ったことに

よって、赤字が増えたということで協議をさせていただいております。その６,３２４

万６,０００円から２割の人口割、浜中町の人口割の分が３８.３％ですので、これで計

算しますと、人口割が４８４万４,６４３円それと救急外来割が８割分ですけども、こ

れの浜中町が占める割合が２６.３％と、昨年より４ポイント増えたんですけれども、

全体の構成比でいうと増えたことによって患者負担割が１,３３０万６,９５８円という

ことになりました。それで人口割と患者割を足した１,８１５万１,０００円が今回の、

平成３１年度の負担額となりました。総体的には２８.７％が浜中町の負担ということ

で昨年より３ポイント増えております。当初提案からは、１３６万３,０００円減にな

りましたが、結果として前年対比でいうと、２９２万７,０００円の増なっております。
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いずれ、この積算については両町が協議するという事になっていますので、そういった

細かいところを精査しながら額の決定になったという事です。以上です。 

○議長（波岡玄智君） 中山議員。 

○４番（中山眞一君） ドクターヘリですけどもこれ、以前聞いた時に２７年は、４月

から１２月で９３件と聞いた事がある訳ですけれども、それから見ると２８年、２９年

は、少なくていいのかもしれませんけど私、言っている２７年は、間違いでしょうか。

ちょっとその辺だけ確かめたいと思います。 

厚岸の町立病院の今の説明で患者の負担割合、これが前は２１％とか２２％あったが

２６.３％になったっていうことの理解で良いのですね。それらも含めて人件費のアッ

プだとか、診療報酬の減とかから、浜中町の負担額が増えてきているという理解でいい

のかと思いますけれども、これ患者割合が１０％以下であれば浜中町は、負担しなくて

いいという事になっているのですが年間４３５人もの方が厚岸町立病院に夜間、休日、

日曜日に行っているという事でございますけれども浜中診療所が今、隔週で北大から来

ている先生がいらっしゃいますけれども防災無線でも言っていますが、その場合には

土・日・休日、それから夜間でも受けますよと言ってるんですから減ってるのかなと思

ったけれども意外と減ってないという事ですが、４３５人という事になると、だいたい

月に３５～３６人ぐらいですか。という事になると隔週ですから北大の先生が来てても

やっぱり厚岸の町立病院に土日や休日、夜間行っている人がいるのかもしれませんけれ

ども、こっちの北大病院の先生が土日診る患者数は大体どのくらいなのか。 

それからもう一つ、厚岸の町立病院に行ってる足は、救急車で行ってるのか、それと

も自分の足、自分の家族足、自家用車で行っているのか、その辺わかれば教えていただ

ければと思います。 

○議長（波岡玄智君） 今の質問にだけ答えてください。なるべく枝をとって本質的な

質問にだけ答えてください。 

診療所事務長。 

○診療所事務長（齊藤清隆君） ただ今の御質問にお答えをいたします。北大の医師の

患者さんの人数でございますが２９年度の実績で申し上げますと患者総数延べで１万

１５５人おりまして、そのうち北大医師が診た分は１１２０人という事です。ちなみに

２９年度の時間外での患者数でございますが、１３１名となっております。以上です。 

○議長（波岡玄智君） 福祉保健課長。 
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○福祉保健課長（渡部直人君） まず厚岸町に外来で４３５人が行ってますけれども、

救急の方は、このうち６０件、救急車で行っております。 

それとドクターヘリの関係ですけれども１９５件は、釧路管内全部で１９５件という

数ですので本年度でいうと１７４件のうち２９件が浜中町という事になっております。

救急車で６０件、残りは本人が自分で家族、自家用車、休日は、日中もありますんで、

場合によっては、バス等で行ってる場合もあるとは思うんですけども、休日と土日の日

中も含まれていますので、公共交通機関を使っている方もおられると思っております。

詳細の件数等については、把握しておりませんけれども、この様な動向になっていると

思います。 

○議長（波岡玄智君） 中山議員。 

○４番（中山眞一君） 年間で４３５人が夜間・休日に厚岸町立病院に行っているとい

う事ですが、それでも、ここで北大の先生が夜間休日１３１人を受け入れている。これ

は、もっと増えればいいことなんですけれども、しようがないなと思いますけども、こ

の浜中町から厚岸の町立病院に夜間・休日行っている中で本当に、それこそどうしよう

もなくて医者に通わなければならないという事で行ってるんでしょうけれども、夜間は

どれくらいあるのか、とりあえずそれだけお知らせください。 

○議長（波岡玄智君） 福祉保健課長。 

○福祉保健課長（渡部直人君） 曜日ごとになっておりますが１７時１５分以降の数字

は、日曜日で１７時１５分から２０時５９分まで。平成２９年度の実績で１１１名２１

時から２３時５９分までが５名、０時から翌日の８時２９分までは６名となっておりま

すので、総体的に日曜日で言いますと１１３名がかかっている状況です。これは曜日ご

との集計となっておりますので、夜間ごとの集計にはなっておりませんので、後ほども

し必要であれば、数字を示したいと思います。よろしくお願いいたします。以上です。 

○議長（波岡玄智君） ５番秋森議員。 

○５番（秋森新二君） １２１ページの感染症対策に要する経費の予防接種委託料に質

問をしたいと思います。先ほど１０番議員の方からも質問がありましたが、ちょっと確

認をしておきたいと思います。内容は、風疹防対策で３９歳から５６歳男性の抗体検査

予防接種 

○議長（波岡玄智君） ちょっと待ってください。本日の会議時間は議事の都合によっ

てあらかじめ延長いたします。はい、どうぞ。 
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○５番（秋森新二君） 妊婦が風疹にかかると赤ちゃんに大変重い疾病が出ると言って

おります。昨年も問題になっていますが、この３９歳から５６歳男性の対象人数を教え

ていただきたい。それとこの事業内容でＭＲワクチンを２回接種する様な事になってい

るようでありますが、これ１年間接種しなければならないのか、その辺を教えていただ

きたいと思います。 

それから１２７ページの成人保険に要する経費、委託料の検診等委託料７７６万４,

０００円。昨年より４２万５,０００円の増となっておりますが、この浜中町の受診率

の高い５大疾病と言っていいのか分かりませんが昨年では、胃がん検診３７８名、肺が

んが５３４名、大腸がん４２３名、乳がん１６６名、子宮がん９７名という事になって

おりますが、この数字が間違っていれば訂正をお願いしたいと思います。 

また疾病の中で、検診が終わった後で、がんと診断される方告知される方は、どの位

いたのか、また過去５年の間に宣告された方が、どのくらいいたのか分かれば教えてい

ただきたいと思います。 

それから２人に１人がんになると言われている時代でもあります。この公的な予防対

策型検診の効果も十分に出ていると思っておりますが昨年、私の地元では、３名の方が

がんの宣告をされております。男性が１人、女性が２人であり、肺がんが２人、大腸が

ん１人でありますが、そのうち６０歳になったかならないかの男性この方は、漁業者で

ありますが、肺がんの検診で、異状なしと言われて安心して漁業に励んでおりましたが、

８月頃に異常に気づきまして受診をしました。その結果は、肺がんでステージⅣと言わ

れました。今、治療中であります。お聞きしますが、毎年検診を受けている訳です。漁

業ですから１日休みます。それを続けてきてステージⅣまでのものを見つけられなかっ

たという事なんです。それだけに本人も衝撃が大きい。この検診の信頼性を失う様な、

そういうことだと思っています。それで過去にこの様な事例があったのか、その辺も伺

っておきたいと思います。よろしくお願いします。 

○議長（波岡玄智君） 福祉保健課長。 

○福祉保健課長（渡部直人君） １２１ページ感染総合対策に要する経費で風疹の関係

ですけども、３９歳から５６歳までの方については、３２５人の対象者がいらっしゃい

ます。この方々の抗体検査をやるわけですけども、おおむね２割程度の受診を見込んで

おります。具体的にクーポン券を送って無料検診まず抗体検査していただくんですけど

も、その後、抗体が低い場合は、予防接種を１回受けるっていう部分の予算の措置とな
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っております。またがん検診全般的な話だと思うんですけども、疾病の早期発見と予防

という事で取り組んでおりますけれども、実際その場で疑いがあるとか検査後の結果で

各々実施していただくというのが実態です。その後、精密検査等になった場合に保健師

が確認をする場合はありますけれども、その時点で既に進行している方がいたというケ

ースだと思うんですけれども、なかなか現実的に、この受診機会も限られた機会ですけ

れども定期的に受けていただいくというのが町として出来る事かなと思っています。具

体的な事例については細かい個人的な情報は知りえない部分もあるんですけども、秋森

議員お仰せられたケースは、聞いておりますけれども具体的な報告は、行政の方には直

接病院から来るとかとがないものですから、具体的には承知しておりません。今後とも

検診をしっかりやって何か異常がある時は、相談業務も含めて、しっかり行う事しか出

来ないのかなというふうに思っています。健診は春もありますし、随時、がん検診セン

ター等の受診もできますので、その部分の広報等をしっかりやっていきたいなと思って

おります。以上です。 

また実績数字については書類が出てこないので確認させていただいて提出させてい

ただきます。すみません。 

○議長（波岡玄智君） 秋森議員。 

○５番（秋森新二君） 何かよくわからなかったんですけど。町の方に健診結果がそう

いう状態になっても特別責任っていう事にはならないんだと思いますけど、この健診は

対がん協会がやっているんですよね。そういう事だと思って質問を続けさせていただき

ますが、胃がん検診にちょっと触れておきたいと思います。バリウム検査でありますが、

この硫酸バリウム製剤を飲んで胃がんの検査をしているのですが、浜中町ではバリウム

飲んでトラブルで病院にまたかかる様な事は多分無いのだと思いますが、誤飲による肺

炎だとかバリウムが固まって、腸に穴があくというバリウム穿孔という様な事例があり

ます。その偶発症のリスクが指摘をされており、大変体に負担が大きいと思っておりま

す。またバリウム検査で、胃がんが見つかる人は、受診者の中心者の２～３％程度とも

言われておりますから、このバリウム検査は低い検査だと思っております。胃がんの９

９９％はピロリ菌の感染が原因と言われています。除菌してもリスクはありますから、

内視鏡検査が進められていると思いますが、ピロリ菌がいない人は、バリウム検査は必

要ないとも報道されております。ピロリ菌の有無を調べるのには今、採尿、再便、採血

でチェックできると言われておりますが、この辺は承知しているかどうか確認しておき
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たいと思います。そのピロリ菌の有無の検査は、中学生から始めた方が良いと言われて

おります。ピロリ菌検診が今、全国的に広がっているんですが、佐賀県は県レベル、北

海道は半数の自体体で実施されていると言われております。ピロリ菌の検査１人分で、

どのくらいの費用がかかるのか、私は知りませんが推奨していってもいい事かなと思っ

ておりますので、この考え方も伺っておきたいと思います。 

○議長（波岡玄智君） 福祉保健課長。 

○福祉保健課長（渡部直人君） まず、各種がん検診の受診率が手元にありました。す

みません。胃がん検診、２９年度実績で３６７人、肺がん検診が５３５人、大腸がん検

診が４２４人、子宮がん検診９８人、乳がん検診が１６３人という事になっております。

３０年度につきましても１０月末までの数字ですけれども、胃がん検診３２４人、肺が

ん４６１人、大腸がん３８３人、子宮がん５４人、乳がん５８人という数字になってお

ります。あと、そのピロリ菌の検査は、血液検査、あと呼気による検査というのがある

と承知しておりますけども、町で実施する予定は、今のところありませんで、国等の動

向を見ながら、がんの早期発見の一つの方法かなと承知しているところです。あと、が

んの健診は、釧路のがん検診センターに委託して実際に来て、やっていただくのと、が

ん検診センターに申し込んでいただいて、乳がん子宮がん検診等は、特定健診と合わせ

て実施できるような形になっています。以上です。 

○議長（波岡玄智君） 秋森議員。 

○５番（秋森新二君） 釧路にあるがん協会も日本対がん協会と言って日本最大の検診

グループなんだそうです。厚生労働省もバリウム検査の効果のないことは分かっている

様でありますが、できれば内視鏡検査に切り替えたい様でありますが、内視鏡検査する

医者がまず少ないということ、それから対がん協会は最大検診グループでありますがバ

リウムで収益を相当上げているそうなので、なかなかそれに対しての抵抗があるそうで

あります。浜中町で毎年春に始まる検診は現実にリスクがあるような、検診をずっと続

けているんですが、できることであれば問診の際、看護婦からも、肺がんの検査は当然

効果もありますが、やっぱりたばこの吸う人は、２年か３年のうちに一度やっぱりＣＴ

検査報告もすべきだと言っております。これは当然、自己負担がかかりますから、なか

なか勇気のいることかもしれませんが、問診の際にそういう指導もやっぱりやっていか

なければなかなか、この問題はなくならないと思いますので、その辺よろしくお願いし

たいと思います。 
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○議長（波岡玄智君） 福祉保健課長。 

○福祉保健課長（渡部直人君） まず、がん検診で要精密検査率の話がありましたけど、

検査が必要である場合の検診において、パーセンテージがあります。胃がん検診が、２

１％、精密検査なり要観察という形で、病院に行ってくださいとか、１年に１回検査を

受けましょうとかそういった部分での指導ができます。あと肺が１６％となっておりま

す。大腸がんが３６％で乳がん検診分で５％という数字になっております。早期発見に

つなげて治療していただく場合もあるし、状況が似たような症状、定期的に検診を町で

は、年に１回という形になりますけれども、その間の健診について専門検診となると自

己負担が伴いますので、いろんな健診の仕方が、がんもＰＥＴ検査も含めていろいろあ

りますので、こういう検査もありますよと周知させていただきたいなとは思いますけど

も直接、町の方で助成するという形は、現在ところないような形になっております。 

また、ピロリ菌検査は、その除菌も含めて検査の有効性などを将来的なリスクの軽減

という部分では有効有益なことだと思いますので、周知を学校とも連携しながら、やっ

ていきたいなというふうに思っております。 

貴重な意見だということで参考にさせてもらいながら、今後、対応させていただきた

いと思います。以上です。 

○議長（波岡玄智君） お諮りします。 

本日の会議は、この程度にとどめ延会したいと思います。 

これに御異議ありませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（波岡玄智君） 異議なしと認めます。 

したがって本日は、これで延会することに決定しました。 

本日は、これで延会します。 

（延会 午後 ５時２０分） 
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